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森に子どもたちを
｢樹木博士｣に挑戦した3O0人

このひらゆうきち

木平勇吉
東京農工大学農学部
地域生態システム学科

教授

1936年京都市生まれ。林野庁,㈱富士通フ
ァコム，信州大学を経て現職。前・日本林学
会会長。現・林政審議会委員。著書に「森林
管理と合意形成｣，「森林科学論｣，「森林環境
保全マニュアルJ,「地域生態システム学｣｡農
学博士｡この間,第17回林業技術奨励賞(1984

年)，日本林学会賞（1984年)，そして今春，
日本農学賞（2000年）を受賞。元･槍投げ選
手。現・スキー1級。映画と海外旅行などを
愛好。

●はじめに

木の枝や葉を兇て種類を当てる。その実力に合わせて「段位」を認定すること

がここでの樹木博士です。昨年の秋に東京農工大学のキャンパスで300人の小中

学生と両親がこれに挑戦しました。40種類の木が出題され，それを全部正解した

頼もしい親も現れ,週末のRをにぎやかに過ごしました。「子どもと親が一緒に過

ごし，同じ課題を競うのは面白い」｢木の葉の形は種類によってずいぶん違うこと

に気づいた」「もっと多くの種類を覚えて，次の機会には段位を上げたい｣と多く

の感想が寄せられ，企画した私たちも，今年も開きたいと張り切っています。こ

れに挑戦した300人のようすを紹介し，この単純明快なプログラムが広く全国に

広がるようにネットワークを作りたいと願っています。

●子どもたちは集まるだろうか

木の名前を覚えるという平凡な企画に子どもたちは興味を示すだろうか。これ

がまず心配です。私もかつて樹木実習を経験したのに，今では「スギ，ヒノキ，

その他針，広，雑」といった実力です。ポケモン時代の今の子どもたちが来てく

れるかを心配しながら準備を始めました。この企画は，小中学校の週休完全2R

制に対応して「大学を地域に開放する」文部省の公募事業の一つとして生まれた

②－林業技術No.6962000.3
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新聞で報道された

樹木博士に関する多くの記事

(募集記事と実施後の記事）

もので，東京農工大学演習林が主催しました。地元の府中市，国分寺市，小金井

市の教育委員会も好意的に後援してくれましたが，あまりに地味な内容だと心配

顔でした。ところが新聞に紹介された翌日から参加申し込みの電話が鳴り続け，

ファックスは続々と到着する事態が起こりました。演習林事務室は思わぬことに

驚きましたが,定員を超えた申し込みを断るのに汗をかきました｡当初の予定100

名を300名にまで増やしましたが，それでも500名近くの希望者があったようで

す。申込者の多くは子どもと親とが一緒です。子どもたちは本当に来たのです。

●樹木博士の舞台作り
この大学の構内には100種類以上の樹木がありますが，挑戦する子どもはどれ

くらい知っているかが準備をするうえでの関心ごとです。私は2～3種類かと悲

観的ですが,樹木が専門の渡辺直明先生はrだれでも10種類くらいは知っている」

と強気です。それを頼りによく見られる40種類を選び,手製のカラー写真集を作

り，事前に申込者に届けました。親子で自習ができるよう大学内の樹木には名札
ちゅうちょ

を付け入構証を届けました。地元の人でも大学に入るのには嬬踏があるので,で

きるだけ大学の入口を広く開くことが肝心です。構内を散策し樹木の名札に目を

やる親子連れが見られるようでした。

ところで，樹木博士の段位は40種類を出題し（表①)，正解数により表②の基

準により認定することにし，10級から4段までの範囲を設けました。そして，イ

ンストラクターとして参加者を案内する学生と散策コースを打ち合わせたり，出

題する木の標本を用意して当日を待ちました。

●300人の挑戦
このプログラムは1999年10月3日（日）と9日（土）の2日，さらに午前と

林業技術No.6962000.3-③



▼表②

樹木博士の

段位認定基準(関東地方の平地でよく見られるものです）▼表①出題された樹木の種類
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1 0～1級初段二段三段四段q図②参加した樹木博士の実力分布

午後とに分けて4回とも同じ内容です。参加者はいずれか都合のよいR時を選ぶ

ことにしたので，1河に約70名余が参加しました。

まず，受付順に親も子も一緒で8人ほどの小グループになり，大学院学生がイ

ンストラクター役で予定されたコースを案内します。約1時間です。コースに沿

って主な樹木にはすでに名札が付いていますが，案内役は枝や葉を手に取り，そ

の特徴や木の性質を子どもたちに話します。学生は実に頼もしい良いインストラ

クターです。名前に詳しいだけではなく，了どもたちに優しく親しみやすいから

です｡参加した子どもは樹木を識別する目で見るのは初めてでしたが,柔らかい頭

脳と記憶力は相当なものです。親のほうも子どもと一緒に同じ試験を受けるので

負けてはいられません。1時間の樹木実習の散策はすぐに終わってしまいました。

散策コースを一周してきたあとは休憩ですが，休憩室には名札の付いた木の標

本が並べられ，テストと同じ状態で自習ができます。子どもも親も目がだんだん

真剣になってきました。さて，本番の識別テストは机の上に並べられた樹木を見

て，名前を解答用紙に記入するだけです。極めて厳格な方法で行われ，他人の力

を借りることは全くありません｡実力テストです｡40種類の識別テストは約20分

で終わり，解答は直ちに洲くられて正解数がわかります。それに合わせて樹木博

士の認定書が作られました。結果は図②のとおりです。

●参加者の声，主催者の声
「親と子が一緒に過ごせて楽しい」との参加者の感想は私には予期しないこと

でした。「親と子どもが同じテストに臨む｣ことも面白かったようです。あらかじ

め自習したり，関心のi闘い学校の先生の周りの子どもは良い結果が得られたよう

です。子どもたちがどんな感想を持ったかはわかりませんが，親のほうはお世辞

④－林業技術No.6962000.3
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卦図③樹木博士に渡された認定書

を割り引いても非常に好評で，取材のマスコミも良い企画として大きく取り上げ

てくれました。大学の職員の中にも樹木の名前について関心の高い人がいること

を知りました。

ところで，主催者側の私の感想は，まずインストラクターとして案内を担当し

た学生の活雌です。ボランティアとして高い資質と実力があります。また，日ご

ろから森林や樹木の授業をやっている教官にとってこれは得意とするプログラム

です。私のような樹木名に疎い者でも，少し予習すればインストラクターが務ま

ります。幟|ﾉ1の木を見て名前を教えるのは単純明快であり，道具やテクニックや

商尚な識義の必要はありません。子どもと一緒に歩き話しかけるだけです。簡単

なプログラムだといえます。子どもたちは今年もまたと期待しています。主催し

た大学側も続けてやりたいと思っています。

●樹木博士プログラムのネットワーク
顔と名前を識別することは人との付き合いの始まりです。多くの人々が身近な

自然である樹木と付き合うきっかけとして，樹木博士のプログラムは単純で平凡

でありながら良いものだと自負しています。都会に住む者にとっても街路樹や公

園の樹，庭木などは身近にありますが，その種類を覚えるにはどうしても教える

人が必要です。少し興味が芽生えれば図鑑で自習もできます。

私たちの大学の試みには“大勢”の参加者がありましたが，府中市周辺の人々

に限られています。さまざまな組織やグループが同じ趣旨のプログラムを各地で

行えば，樹木博士への挑戦者は飛躍的に増えます。森林インストラクター，林業

普及やボランティア団体，研究所や大学，行政や企業など森林や緑の自然環境に

かかわる人々が協力し，情報を交換すれば，このプログラムの内容はもっと面白

くなるでしょう。参加者の数も水準も高めることができるに違いありません。す

でに，森林教室や環境教育の催しの中で，樹木博士と同様のプログラムは実施さ

れていると思います。そこで，このような企画を全国的に広げるために連絡を取

り，活動を促進するネットワーク作りを考えています(図④)。この提案に賛同さ

れる読者の方々の応援を願っています。

●森に子どもたちを

森と子どもたちの距離は今日では速くなったかもしれません。しかし，奥地の

林業技術No.6962000.3-③
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▲図④樹木博士ネットワークの概想
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＜樹木博士の認定会場

(樹木の多い東京農工大学キャンパス）

山深い森以外にも都会の小さな雑木林や公園，周辺の皇山など近くにも森はあり

ます。そのような森を実際に訪れ体験すること，すなわち，森に子どもたちの体

そのものを呼び寄せることが必要です。もう一つ，森についての興味と関心を子

どもたちに芽生えさせる機会を作ること，すなわち，森に子どもたちの気持ちを

呼び寄せることも必要です。

木の葉を見て名前を識別する樹木博士は，子どもの心を森に招こうとするプロ

グラムです。博士の称号や段位の認定はその励ましであり遊びです。このプログ

ラムに参加した人をすべて博士と呼ぶなら，これから100万人の樹木博士が日本

中に生まれてほしいと考えています。木の名前がわかる子どもの多い国として世

界で有名になってほしいものです。名前がわかれば次は樹木の性質を知る，そし

て生育地の自然環境を理解する，さらには人間の暮らしとの関係を考えてみる，

というように子どもたちへの期待は広がります。しかし，一度に高望みは禁物で

す。どうしたら森に子どもたちの気持ちを呼び寄せることができるかは，かなり

難しい課題です。地味な内容でも長く続けてみたいものです。

春の芽吹きが今，ちょうど始まる季節です。若い葉を見ても名前のわからない

種類がたくさんあります。この機会に私も樹木博士の高段位に挑戦してみます。

〔完〕

１
１

’

⑬－林業技術No.6962000.3



2000年特集企画-1月号の総括的回顧に続き，先月号より部門ごとの100年
史企画がスタート／本号と次号の2回は，造林部門をお届けします。

特集20世紀の森林･林業●Ⅲ造林① ，

20世紀における造林の歩み(1)
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19世紀後期の明治維新後は，一時林政も衰退し

た時代であり，各地の森林は過剰な伐採や盗伐，

山火事，風害さらには開拓等によって，森林荒廃

が憂慮される状況にあった。

明治後期20世紀へ入ってからも,多くの戦乱や

経済の発展と停滞の影響を強く受けて大きい変動

を繰り返しながらも，林政の整備と林業の発展が

進められてきた。

その流れは，すでに総括的回顧（本誌1月号）

として概観されているとおりであるが，ここでは

時代時代の林政の勤きを敏感に反映している“造

林の歩み”をとらえてみよう。

20世紀前半の造林の歩みは，まず国有林特別経

営の大造林を契機とする人工造林の進展の時代か

ら始まり，この時代は大正期までの1/4世紀続く。

続く1920年代後半から1930年代前半の約10年

は，国有林などの造林方針の転換によって天然更

新施業が台頭した時期であり，そして日中戦争・

太平洋戦争の戦時下の造林の時代へと移っていく。

人工造林の進展

20世紀初めの経済発展に伴う木材需要の増加

や木材市場の拡大は，旧来の林業地帯での私有林

業の活性化だけでなく，整備途上にあった国有林

経営の積極化を強く促した｡すでに19世紀後半の

明治初年以来，林野官民有区分や森林の管理経営

の法規や組織の整備が進み，施業案編成を開始し

て国有林経営の基礎が着々と固められてきた。

こうした動きを受けて，1899（明32）年より開

始された国有林の特別経営事業は，全国的に大規

模な人工造林を推進し，その後の国有林発展の原

動力となるとともに，全国的に造林思想の振興や

造林技術の定着に大きく貢献した。

御料林においてもほぼ同時期から経営が積極化

し，施業案による植伐計画が立てられ，計画的な

造林事業が進展している。

また民有林においても，明治末期に連続した東

'二1本の洪水災害が契機となって開始された，森林

治水醐業による公有林野の造林補助や荒廃地復旧

造林，さらには公有林野官行造林事業などによっ

て，公有林の造林も活発化した。また，経済の発

展により林業地の私有林経営も積極化し，造林事

業も発展していった。

以上のように20世紀に入って明治後期から

1920年代の大正期までは,人工造林の進展期とい

えよう。

（1）特別経営事業と国有林の造林

山林局所管の内地国有林の特別経営事業は国の

不要存置林野の払下げ代金を資金とし，国有林経

営の近代化のために1899(明32)年より開始され

た。事業は①不要存置林野の処分，②境界査定，

③施業案の編成，④保安林等の必要森林の買上げ，

⑤造林の推進，を内容としている。

この特別経営の造林事業は，伐採収穫に伴う経

常の造林事業とは別途に，当時の国有林に広く見

られた無立木地や立木散生地を対象としたもので

ある。この造林事業は人工植栽，天然生育（天然

更新)，砂防植栽に分かれ，さらに苗畑施設､林道
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等搬路開設，防火線築設を附帯事業として行われ

ている。

この特別経営事業は当初の16年計画から大幅

に延長され，1921(大10)年までの23年間に及ん

だ。造林而穣も年々増加し当初の目標の3倍にも

及ぶ30万haを造林し，同期間の経柑事業による

造林を合わせると23年間で58万haの造林を行

ったことになる。事業開始までは国有林の造林事

業は年間数百haの規模にすぎなかったことから

見ても，当時としては極めて大規模な造林事業で

あったといえよう。また計画終期には，当時の内

地国有林の施業対象林約290万haのほぼ70%

が皆伐喬林（高林）作業となっており，人工林の

皆伐作業がその後の国有林経営に大きく貢献して

いる。また併せて林道開設などの土木事業も計画

を大きく上|同Iっており，国有林経営の基礎固めが

順調に進展したといえる。

植栽樹種は針葉樹が80%以上であり,計画段階

では広葉樹も多く挙げられていたが,実行では20

％足らずであった。針葉樹種としては，ヒノキが

最も多く，スギ，アカマツ，カラマツなど現在の

主要造林樹種と同じである。広葉樹種ではクヌギ，

クスが多く，クリ，ケヤキ，カシワなどとなって

いる。

特別経営の造林事業には天然生育（天然更新）

も計画されていたが補助的なもので，主体は人工

植栽であった。しかし事業の進展とともに人工植

栽の不成績地がかなり出現し，大面積一斉植栽の

弊害が指摘されるようになると，水土保全や地力

維持，さらには広葉樹の保続生産などの面からも

天然更新への関心が強まった。

特別経営事業の終期には天然生育の実行面積は

5．3万haと目標を超えており,経常の造林事業で

も天然生育の実行が増加し，次の天然更新II#代へ

の転換をうかがわせている。天然生育の対象はク

ヌギ，クス，ブナ，ナラなど広葉樹が多く，針葉

樹のマツや混交林も対象とされたが，天然生育で

はほとんど育林的作業が加わらない放置のままが

多かったといわれる。

また，特別経営での砂防植栽も重要な役割を果

たしてきた。111地や海岸砂地の砂防植栽は旧藩時

代より実施されてきたが，明治維新における混乱
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などで荒廃することも多く，国による造成・維持

が各地域で望まれてきた。特別経営による砂防植

栽は約7千haに達し,鹿児島吹上浜,秋田本荘海

岸，石川大聖寺海岸などはその代表的事例であり，

その地元に対する効用は現代までも続いている。

植栽は当時の各地の伝統的技術が用いられ，クロ

マツを主とし，ネム，グミ，ヤナギ，カシワなど

を配した造成である。

なお，北海道の国有林は内地の国有林（農林省

所管）と異なり,1886(明19)年より大戦後の林

政統一まで北海道庁（内務省）所管であった。北

海道の拓殖計画などとの関連もあって，北海道陸I

有林の積極的経営の|淵始は遅れており，森林経営

では内地国有林のような人工造林の進展はなく，
さんばつ

天然林の粗放な択伐・傘伐作業が中心であった。

更新成績が不良であった傘伐作業は1920年代後

半，大正後期までには択伐作業へと変更されてい

ったが，択伐作業も良木選伐的作業に偏して天然

林の粗悪化を招いたという批判も多かった。

この時期の人工造林は信州カラマツ，ヤマナラ

シなどで,年間1千ha程度にとどまっている。南

部を除くと北海道には内地のようなスギ.ヒノキ・

マツなどの育林経験の深い優良樹種がなく，固有

樹種であるエゾマツ，トドマツの育苗，育林技術

の確立も遅れており，大面積の国有林施業地の更

新は，粗放な天然更新によらざるをえなかった。

（2）御料林の造林

御料林は1889～90(明22～23)年に官有林野よ

り，皇室財産として編成されたものである。林業

経営を積極的に開始したのは，国有林の特別経営

の開始と同時期であった。御料林では保続生産と

収益増進を方針とし，施業案や植伐計画，造林実

行方針を確立して，造林事業の実行を進めた。

施業の方針では天然更新を重視していたが，内

地の御料林では皆伐作業が多く，人工更新を主体

として施業され，天然林も亜高山帯などを除いて，

ヒノキ林などへ改良していく方針が取られた。内

地の御料林は自然的にも経営的にも立地条件に恵

まれていたこともあって，造林成績も良好な箇所

が多く，天城，瀬尻，段戸，木曽などに優良な造

林地が広く形成されていった。事業当初は年間造

林面積は1千ha程度であったが，その後漸増し



て3～5千haのレベルまで達した。しかし当時

の技術水準もあって，高寒風衝地や大面積造林地

に不成績地もかなり発生した。

北海道の御料林は立地条件も悪く，天然林の択

伐作業が大半であったが，陸I有林などと同じく，

良木選伐的施業となって更新成絃の悪い状況が続

いた。

（3）民有林の造林

明治初期にはすでに各地に有名林業地が発展し

ており，それぞれの地域の自然的，社会経済的条

件のもとで長い発達の歴史を持ち，独自の施業体

系を確立していた。明治以降の経済発展に伴って

林業地継営も活発化し，周辺の地域へ拡大・波及

していった。また，これらの影群を受けて明治以

降に新たに発展した新興林業地も全国各地に形成

されていった。これら林業地の特色ある施業体系

をまとめる〃と,①高投資･長伐期高品質材育成形

式（旧吉野)，②中庸投資･長伐期優良材育成形式

(旧智頭)，③高投資・短伐期優良材育成形式（旧

西川)，④低投資･短伐期並材育成形式(ll｣天竜。
おび

口閉・小国・妖肥）などで，また，膳丸太生産林

業（北山）や人工林択伐林業（今須）なども独特

の施業である。これら私有林業は今須を除き皆伐

作業であり，小面積施業が主流であった。

19世紀末,明治中期での民有林造林面積は年3

～4万ha程度であったが,20世紀に入ると国有

林の特別経営による造林振興の影響を受け活発化

し,造林面積は年7～8万haに増えている。また

1910年代の明治後期には一時10万haにも達し

たが，大正初期の外材輸入のあおりを受け再び元

のレベルに戻っている。

また，民有林の造林に大きく貢献した事業に公

有林野官行造林がある。この事業は収益分収契約

によって公有林の改善を図るもので,15年間に造

林を必要とする公有林の1/3の30万haを目標

として1921（大10)年より開始された。1940（昭

15）年までの20年間に約20Xihaの造林を実行

したが，実行用地の確保に問題が多く，目標に達

しなかった。しかし特別経営終了後の全国の人工

造林の進展に貢献するとともに，昭和初期の経済

1）坂口勝美：森林施業の回顧1．11,山林,1991.6,7

不況下の農111村経済に大きい役割を果たした。ま

た,これらの造林地は大戦後の1950年代に伐期を

迎え，戦後復興期の市町村財政の支えともなった。

（4）造林進展期の造林技術

当時は雌史の古い有名林業地でこそ，長い経験

から確立されてきた地域独特の技術体系を持って

いたが，全国の一般の森林地帯では，林業経営の

意識も造林技術も極めて低いレベルであった。明

治中期以降となると各地の伝統技術が体系的に紹

介され，特に『吉野林業全書』（森庄一郎．明治

21年）の刊行は全国の造林技術へ大きい影響を与

えたといわれ，国有林においても明治中期までは

密植型の吉野林業技術の影響が強かった‘，

明治以降は西欧の近代的林学や技術の導入が活

発で，森林の管理経営技術にも多く取り入れられ

てきたが，造林技術としては風土や営林体制が大

きく異なるため，十分定着することはなかった。

明治後期には本多造林学がまとめられ，西欧の造

林学と各地の伝統技術とを結びつけるという大き

な役割を果たし，明治後期から大正期の技術基準

として広く活用された。

林業の発展とともに国有林技術と民有林技術と

は異なった方向へ発展していく。すなわち国有林

では西欧，特にドイツ林学を範として，一般用材

の大量生産，低材価供給を目標として，大面積の

皆伐施業を中心とする生産技術の確立を目指した。

民有林ではそれぞれの生産目標に応じて，小面積

施業で土地・労働ともに集約な生産技術を追求し

ていった。

当時として画期的大造林である国有林の特別経

営事業は，国有林だけでなく全国の林業近代化の

基盤づくりに大きく貢献した事業である。しかし

当時の国有林にはこれだけの造林事業を支える技

術・経験は極めて乏しかった。しかもすでにあっ

た有名林業地の技術は，主に表日本の比較的温暖

な地帯で発達した技術であって，それぞれの地域

の周辺やよく似た環境の地域には適応できたが，

多雪の裏u本や高寒冷地などには適合しない面が

多かった。

特別経営の造林では対象地は数百haといった
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大面積の無立木地が多く，労務の確保や技術指導，

前木の大還調達など問題点を抱えながら，現場技

術者も労務者も熱意だけの試行錯誤の状態で実施

されていったといわれている〃。

この特別経営時代の造林地は伐期も長く設定さ

れていたので,大戦後の20世紀半ばまで各地の国

有林に残存し，国有林の再建の重要な収入源とも

なった。戦後，国有林を調査に訪れると，こうし

た優良な残存林を前に先鞭技術者や現場担当者か

ら，伝説のように語り継がれてきた当時の苦労話

をよく聞かされたものである。

さて，人工造林の進展に伴って造林不成績地の

出現は避けられなかった。白沢保美（元・林業試

験場長）は昭和初期に事業を回顧して〃不成績原

因の指摘を行い，当時の技術では林木種苗の産地

問題に対する認識がなかったこと，また樹木の生

育と気候．土壌．地勢などとの関係についての知

識も乏しかったことが最大の原因としている〃･

不成績の主な事例として，表日本の吉野スギを全

国に造林し，裏日本など環境の大きく違う地域で

多くの造林不成績地をつくったこと，尾鷲ヒノキ

を全国に画一的に造林し，高寒冷地や多雪地，湿

潤地などで，寒害や漏脂病，トックリ病などの病

害による不成績地を出したこと，素質の悪い関東

アカマツを広く造林して不成績地を州したことな

どを挙げている。

このほか，造林樹種の単純化が進んだことも不

成績地出現の一つの原因とされている。計画では

針．広を含む多様な樹種を挙げているが，現実に

は造林成績を上げるため，活着率が高く植栽しや

すいヒノキ，カラマツなどが，適地を越えて植栽

され，また経験の多いスギ，アカマツなど少数の

針葉樹に限られていった。また，苗畑での赤枯病

の大発生も造林の大きな障害となったが，薬剤防

除技術や耐病性のあるさし木育苗技術の確立によ

って克服されていった。さらに造林地が増えると，

保育の遅れも多くなり不成績の一因となったので’

保育技術の体系化，特に間伐技術の確立が重視さ

れた。国有林では先進林業地の技術を吸収しつつ，

一般用材の大量生産を目的とする間伐技術の|荊発

と定着に努力を重ねていった。

このような人工造林の失敗は当時の技術レベル

から見てやむをえないとも思われるが，この反省

からその後，適地適木の原則が確認され，種苗の

産地問題も重視されるようになった。しかしこれ

らの技術の改善には，さらなる造林経験と調査研

究によらねばならなかった。一方，この人工造林

成績への反省は，大正後期における恒続林思想の

台頭や森林生態学の発展などを受けて，人工造林

から天然更新への施業の転換を促す契機ともなっ

ていった。

天然更新の台頭

1920年代後半から1930年代前半にかけての昭

和初期は深刻な経済恐慌の時代であり，林業活動

もこの社会・経済状況の影響を強く受け，とりわ

け造林事業の低迷が深まっていった。一方，これ

までの大面積人工造林に対する技術的反省と新し

い西欧の天然更新施業の考え方の導入も加わって，

造林事業の転換が図られた時代でもあった。

（1）国有林の動向

特に国有林では不況下の財政緊縮による造林経

賀の削減が厳しく，人工造林は停滞し，造林未済

地や保育手遅れ地が増加していった。当時西欧で

強く台頭してきたメーラーの恒続林思想による施

業法，すなわち“有機的集合体である森林の恒続

的取扱いには，与える変化の大きい皆伐施業より

も変化の少ない択伐的施業の方が望ましい”とす

る天然更新による択伐施業論は，ちょうど転換期

にあった国有林に深く導入されていった。

国有林では造林事業の主流を天然更新による択

伐施業に移行させ，それを機に国有林事業費や管

理機構などの新たな充実を意図して，1929(昭4）

年より天然更新事業予算を確保して計画実行に入

り，天然更新汎行期を迎えた。天然更新面職は急

増していったが，逆に人工造林は漸減していった。

1926（昭元）年には年間の天然更新は1．7万ha,

人工造林は1．3万ha程度であったが,10年後の

2）正木信次郎：我国造林界の展望と処見，林業技術，217号,1960.3

3）白沢保美：明治大正年間における造林事業の回顧，山林，1931.5
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1936（昭11）年には天然更新は3．4万haと倍増

し,人工造林は10万haと減少している。したが

って国有林の択伐作業林も増加し,1936(I1"11)

年には施業地の33％も占めて皆伐作業林を超え

た。択伐林は特に秋田，青森，高知，大阪などの

営林局管内に多かった。

この時代の国有林では“天然更新を論ぜずぱ技

術者にあらず”とまでいわれたというように，天

然更新への転換があまりにも急激であった。思想

的共鳴だけで環境の違う西欧技術を直輸入し，わ

が国に適応した技術に再編成する余硲もないまま

に，実行を急ぎすぎたようである。

北海道の国有林ではこれまでも優良木の選伐的

択伐が行われ，より合理的な択伐施業への転換が

望まれてきた。新しい天然更新施業の台頭ととも

に，北海道天然林に適したいくつかの集約な施業

法が提案されたが試験的段階にとどまり，事業と

しての実行は不十分であり，大半の天然林施業は

なお粗放な段階にとどまっていた。

（2）御料林の動向

御料林の使命は皇室財産の管理・経営であって，

行政的にも財政的にも制約が少なく，国有林に比

べ常に有利な条件を持っていた。また自然的にも

一般に低標尚で立地条件のよい林地が多く，高寒

冷地を除けば造林事業実行にも恵まれていた。

国有林とほぼ同じ時期に，御料林においても新

しい天然更新の考え方が導入されていったが，国

有林に比べると造林方針の転換は緩やかであった。

しかし木曽御雅淋の皆伐作業地での崩壊の多発，

同じく木曽のヒノキ造林の不成績および高寒冷地

における造林不成績など力喫機となって，天然更

新施業がより重視されるようになった。

御料林の天然更新施業では，前生樹の刈出し，

更新樹種の植込みなど人工を職極的に入れて，天

然と人工の協調による集約な複合施業をI｣標とし

ていた。人工造林の成績がよい内地の御料林では

天然更新は年間数百haと少なかったが，当時の

御料林134万haの大半,66%を占める北海道御

料林では，天然更新が主流であった。択伐作業林

の割合も約70％を占めており,昭和初期を通じて

変化していない。

なお，北海道では，粗悪な広葉樹林を針葉樹へ

林種転換するため，植込みなどの更新補助作業を

取り込んだ天然林の複合施業は，黒化促進作業と

呼ばれ積極的に推進されていた。

（3）民有林の動向

この時期での民有林の造林の動向には，国有林

などで顕著に見られた天然更新への傾斜は見られ

ない。民有林の天然更新は薪炭林施業やアカマツ

林施業などでの展開が主であって，かえって天然

更新面積はやや減少傾向を示している。すなわち

1926(1店元)年には民有林の天然更新は年間18万

ha程度であったが,10年後の1936(昭11)年に

は15万ha程度に漸減している。これに対して官

行造林を含めた人工造林面積は，この期間中8万

haから9万haへとわずかながら増加の傾向を

見せている。

（4）天然更新の技術

新しい天然更新施業への関心が高まるとともに，

その導入の可否を巡って多くの造林学者，技＃|猪

の問で活発な討論が展開していった。その結果，

"我国のような高温多湿で雑草木の繁茂がはげし

い山岳林では，蝋木択伐作業は経営的にも技術的

にも困難であって，天然更新も小面積作業や群状

択伐などによるべきで，皆伐人工林施業も小面職

であれば十分有用である”という結論が多かった

"。さらに,択伐更新の研究と実験施業を早急に進

める必要性が強調された。

このように天然更新施業に対する批判が多い中

で，国有林が施業の中核として択伐天然更新を採

用し実行に移ったのは，前述のとおり行政上，経

営上の要望が大きかったためといわれる。

ともあれ，国有林，御料林ともにそれぞれの地

域の林相に適合した天然更新法を立案し，試行を

始めている。例えば，秋田スギ林，青森ヒバ林，

東京落葉広葉樹林，木曽ヒノキ林，四国モミ・ツ

ガ林，九州針広混交林などの択伐天然更新技術や，

アカマツ林の皆伐天然更新技術などの調査研究が

精力的に行われた。このうち青森ヒバ林の施業は，

森林を構成する樹群を単位として択伐と更新を行

4）例えば，日本林学会：近時の森林施業法に対する造林的考察，林学会報（11)，1929など
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うもので，陰樹であるヒバの推移の原則をとらえ，

大規模な実験林での実験施業を行って択伐天然更

新施業が確立された成功例であろう。これに反し

秋田スギ林の択伐更新は多くの努力が重ねられた

が，成績は芳しくないまま戦時に入って中止され

てしまった。天然更新施業の確実な成果を上げる

には，人工造林に匹敵する集約度と更新経費が必

要であるという認識がないと，天然更新は失敗し，

林相の粗悪化を招くことになる。

またこの昭和初期は，造林技術や施業技術の基

礎となる森林生態，樹木生理，森林立地，林木育

種などの諸分野が発展し始めた時期でもある。例

えば森林生態では，国有天然林の大規模な植生調

査が組織的に実施され，現場技術者の森林の生態

的見方が広められ，技術開発の推進力となった。

また森林土壌や地形。地質，さらに森林気象など

重要な環境要因と林木の成長・分布などとの関係

がしだいに解析されていった。

人工造林技術も多くの研究や経験の蓄積によっ

て順次改良され，間伐技術のように実用的に定着

していった。自然尊重の技術として播種造林，さ

し木造林，一年生造林などがあるが，前二者は樹

種も限定され小範囲の実行に限られたが，一年生

造林は造林経費の節減と頭なり，一時（昭和4年

ごろ)は国有林人工造林の70％近くに達するとい

うブームを招いた。しかし苗木が弱く雑草木との

競争に負けやすく，野兎鼠害や病虫害にも弱いな

ど技術的欠陥も明らかになり，数年のうちに実行

されなくなった。

以上のように1920年代後半から1930年代前半

の||召和初期は，国有林では天然更新が全盛期であ

るが，人工造林も停滞しながらも進められており，

1935(IIgl0)年ごろの内地の人工林面積は395万

ha,人工林率は20%弱で,北海道では人工林約1.3

万ha,人工林率は2%強であった。

戦時下の造林

1937(昭12)年の日中戦争･ぼっ発から1941~

45（昭16～20）年の太平洋戦争に突入して敗戦に

至る長い戦時体制下にあっては，木材は重要な軍

需物資とされ，その増産と流通統制が匡|を挙げて

展開されていった。当時は木材の増産と造林の推

進のために多くの施策が取られ，国家計画と統制

とが強められていった時代である。戦局が急迫す

るにつれ造林事業は不急のものとして抑えられ，

木材増産に直結する林道や伐出事業へ重点が移さ

れ，植伐の不均衡は急速に拡大していった。

Iﾉj地および北海道の全伐採城は1935(IIf{10)年

ごろは年5,100万In3程度であったが，戦時に入

って急増し，太平洋戦争開戦直前の1940（噸15）

年には8,800万nl3となり，敗戦前の1942,43(IIg

17,18)年には1億1n3を超えたとされる。これに

伴い造林事業もいろいろな挙国運動として展開さ

れ，人工造林も増加していった。人工造林面積は

1935（昭10)年ごろには年107yha程度であった

が日!'.戦争中に急増して，太平洋戦争直前には約

15万haとなっている。さらにこれら一連の戦時

中のピークとして，1943（昭17)年には34Jyha

に達したとされている。こうした挙国的な造林努

力も伐採量の増加に追いつけず，造林未済地や手

入れ不足による不成績地が多く出現するようにな

った。伐採でも造林でも戦時中の統計は信用度が

低く，かなり過大になっているといわれているが，

ともあれ，戦時~ドという劣悪な条件下での挙国的

な林業活動として史的意義は大きい。

こうした戦時下にあっても，当時の識者たちは

林業活動の鍍春性(つり合いが取れないまま進む
こと）を強く指摘し，可能なかぎりの提言を行っ

ている。例えば，増伐が利便な立地に集中しやす

く，荒廃を助長すること，当面の生産力増強には

新植だけでなく，保育手入れや保育伐が効果が高

いこと，基礎学に基づく科学主義的造林技術の確

立に努めることなど，将来を憂えた提言がなされ

ている列〃。

しかし戦局はさらに悪化し，すべての努力を飲

み込んで敗戦に至るのである。

（次号へ続く）

5）山内倭文夫：紀元二千六百年の造林事業を如何に記念すべきか，興林「こだま｣，39,1940.1

6）中村賢太郎：戦時下の造林問題，興林「こだま｣，70,1942.8
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特集20世紀の森林･林業｡Ⅲ造林①、

生産力増強計画と林業技術
一拡大造林を支えた

林業技術の展開過程を中心として

立正大学地球環境科学部教授

わたなくさだもと

渡邊定元

はじめに

国有林生産力増強計画（以下「増強計画」とい

う）は，第二次大戦後の外貨不足時代の経済復興

を第一義として立案されたものです。森林資源は，

容易に黄源を生産力化できることから，古今東西，

世界の各国とも，自国資源の開発利川や手っ取り

早く外貨を獲得できる手段として用いられてきま

した。こうした木材資源の利用の仕方は，歴史的

に見てメソポタミア・クレタ・ギリシャ文明の興

廃に深く関与してきていますし，現代においても

熱帯多雨林の伐採やこれに起因する森林劣化問題

を挑んでいます。増強計画は，陸|民継済の発展に

伴う木材需要の増大に即応するため，｜封有林経営

の大綱として人工林の積極的な拡大等による森林

生産力の増強を図るために樹立されました。戦後

のR本経済の状況が強く反映されています。増強

計画は，1956（昭31）年に帯広営林局を対象にモ

デル計画が作成され,1957(IIH32)年に北海道国

有林,1958(II"33)年に本州・四国・九州国有林

で計画が樹立されました。増強計画は，直接的に

は1955(IIH30)年の木材資源利肘合III!化方策に関

する閣議決定を踏まえたものですが，北海道が内

地よりも1年早く計画が樹立されたのは，北海道

国有林の日本経済に占める特殊事情がありました。

戦後経済を支えた紙パルプ需要や，外貨狸得のた

めの北海道産広葉樹のインチ材・合板材など輸出

商品への需要を満たす必要がありました。当時，

パルプ材の供給は特に急を告げていたといってよ

いでしょう。朝鮮戦争の特需景気を支えていた紙

需要は,1954(I1I召29)年になるとパルプ材価格を

押し_上げ，素材の公売価格は当時としては破格な

高値を記録しました。パルプ産業は，需要に対処

するため原料確保に採算を度外視したからです。

しかしながら，この年の9月の洞爺丸台風が北海

道を襲い1,580万nT'の風倒木が発生し，パルプ産

業にとっての救世主となりました。北海道の増強

計画は，肌害によって増大した資源供給をいかに

持続させるかということに国家経済的なもくろみ

があったことに注意しなければなりません。

全国有林の増強計画は，1958（昭33）年にスタ

ートします。施業体系は，これまでの成長趣の範

囲内の戯を収稚する厳正保続の方式から，積極的

な人工林化による将来の成長量を引き当てにした，

いわば拡大保続方式に改めました。内地国有林の

増強計画における林種転換（拡大造林）を可能と

したのは，技術革新の結果，アカマツ天然林材が

パルプ材として，シラカバなどの広葉樹材がグラ

ンドパルプやクラフトパルプ材用材としての需要
ひら

が拓けたことも大きな理由といえます。特に温帯

林における未利用資源としてのブナは，良質材は

加工技術の向上によって合板・家具用材として，

低質材はヘミセルロースなどの利用技術が開発さ

れた結果パルプ収量を飛躍的に高めることが可能

となり，パルプ用材として天然林材利用の主役と

なりました。戦後の民有林における造林は，入会

採草地など無立木地への拡大造林が昭和30年代

まで行われました。本当の意味の民有林の林種転

換一拡大造林は,昭和40年代の里山開発によって

始められたといってよいでしょう。ナラ・カシ類

などのパルプ材利用への技術的方途が確立された

からです。この結果，1967（昭42）年には日本国

内の木材伐採盤が最大となります。また，この間

木材価格は卸売り物価より常に高い騰貴率を記録
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しています。そして外材輸入価格との格差がなく

なると,昭和40年代後半より外材主導時代に突入

していきます。

ここで，筆者の立場を明らかにしておきましょ

う。1956（Ⅱ召31）年4月，帯広営林局に勤務した

筆者は，同局の国有林経営計画編成担当者として．

増強計画のモデル計画の立案過程をよく知る者の

ひとりです。また，1957（Ⅱ門32）年の増強計画の

立案や現場への適用のための経営計画の編成作業

に桃わりました。さらに,1961(1Iff36)年からは

林野庁計画課経営計画係長として，全国の増強計

画の地域別計画である経営計画編成を指導する業

務を担当し，また，国有林木材増産計画(以下｢増

座計画」という）の文書の起案は,1962(11ti37)

年に筆者が行いました。計画の原案は森林計画官

が作成し，増産計画の考え方，経営計画への反映

の仕方等についての議論には，筆者も参加してい

ます。したがって，増強計画・増産計画の基礎と

なった材業技術については，その内容を最もよく

知る者のひとりといえます。これまで，増強計画

や増産計画を非難する多くの論文や記述に接して

きましたが，守秘義務もあり沈黙を貫いてきまし

た。本稿は，これら計画の技術を支えた背景につ

いて記述するにとどめます。

生産力増強モデル計画により生まれた

パイロットフォレスト

増強計画のモデル計画は,帯広営林局辻良匹l郎

計画課長の指揮の下で,志賀力企画係長が主査と

なって作成されました。経営計画区ごとの施業方

針は，野辺忠光・名村二郎・服部賢一ら経営計画

編成係長が中心となって作成し，その技術的検討

には数十日間議論を戦わし，生産力増強モデル計

mli(｢モデル計画」という）のスケルトンがまとめ

られました。なおﾆﾋ壌条件など立地的な検討は，

牧卿道幸土壌調査係長が担当しています。計画立

案の中で技術的な議論の焦点となったのは，①天

然林を人工林に替える林種転換のあり方や，②人

工造林技術では根釧原野や日高山脈北部地域での

I、ドマツの寒霜害，カラマツの野兎鼠の被害や先
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枯病などの病虫害，ならびにアカエゾマツの育苗

技術や生産期間の長さでした。

大戦終了時，帯広局管内では数万haに及ぶ無

立木地が広がっており，平坦地は農用地への転用

が検討されていましたが，村上釧路営林署長は太

田川流域の1万haに及ぶ無立木地へのカラマツ

造林を提唱し，局当局はその可能性を模索してい

たときです。モデル計画で，拡大造林はパイロッ

トフォレストなど未立木地の人工林化を中心に置

きました。こうしてパイロットフォレストの造成

は，モデル計画によって林野庁で承認され，造林

機械化の導入などの予算の裏づけを得て1957<昭

32)年より実行に移されたのです。

モデル計画の施業方針では，林種転換すなわち

天然林の人工林化は,ha当たり蓄積240m:i未満の

天然林を対象とすると結論づけました。この検討

結果9ha当たり240nf以上の天然林はすべて択伐

用材林施業団に組み込まれました。その理由とし

て，この蓄積水準以上の天然林の成長堂は，カラ

マツ人工林の新生林分収穫予想表の成長鐘よりも

I笥く維持できることを，天然林の成長堂訓査によ

って把握していたこと，また択伐作業が失敗し森

林が劣化したらその段階で林種転換に切り替えて

も遅くないとする意見が多数を占めたからです。

そして林種転換一拡大造林は，劣化した天然林の

みを対象としたのです。多くの研究者や技術者は，

増強計画と林種転換・拡大造林とを|司義的にとら

えていますが，少なくともモデル計画では，天然

林の過半を択伐施業団に組み入れたことでもわか

るように，イコールで結ばれていません。

林種転換・拡大造林の限界域の設定

1957（昭32）年に策定された北海道国有林の増

強計画を見ると，帯広局ではモデル計画の枠組み

を踏襲したものの，他の4局は帯広局と異なり林

種転換を多く取り入れて，天然林，特に平坦地の

それは林種転換一拡大造林域に組み入れていまし
ふそん

た｡また,営林局ごとの資源賦存量によって皆伐一

拡大造林域の限界の取り方がまちまちでした。例

えば，中山峠では函館局は稜線近くまで皆伐施業



団とし，札幌局は択伐施業団としています。また，

皆伐施業団では潔癖な皆伐作業を実施することを

強く指導されていました。例えば，置戸国有林で

は,6cm程度のトドマツが1万本/haも生えて

いる所を皆伐し，跡地にトドマツ20cm苗が

3,000本/ha植栽されるという事例も現れました。

担当経営課長の言によれば，指定どおりに実行し

なければ会計検査院や監査官から指摘を受けると

いうのがその理由でした。その後，漸伐方式に更

新法が変更されたとの報に接したときには，技術

者としてほっとしたことを記憶しています。こう

した課題に対処するため，拡大造林域の限界を決

める一方法として，筆者は温量指数の北海道森林

帯に対する適用（1960）や，東亜温帯の位置づけ

(1972)などの論文を発表しています。後者は，気

候帯・森林帯・土壌帯三者が一致する地域を温帯

域とするとし，温帯域において林種転換・拡大造

林を行うよう主張したものです。

立地級の体系づくり

多くの種類の樹木が生い茂り，いろいろの用途

に木材が利用され，また古い植林の歴史を持つ日

本では，適地通水の思想は林業家の中に普遍的に

定着していました。適地通水の判断技術の確立を

目的とした土壌訓査の必要性が認められ，国有林

では大政．芝本の土壊調査方法書（1933）による

調査が戦前から始められましたが，戦中戦後の乱

伐などによる荒廃した無立木地を解消すべく，

1947（Ⅱ臼22）年より全唾|一斉に組織的な土壌調査

が開始されました。増強計画ではこうした成果を

踏まえて，地位・地利の複合概念である立地級を

計量化して，地域経営計画や経済計画に活用しよ

うとしました。立地級は林地の経済的地位(地利）

と自然的地位（地位）を組み合わせたいわゆる差

額地代的な概念です。育成林業にあっては，立地

ごとに最も適した経営が要求されることから，ど

うしても地位や地利を計鐘的に押さえて，立地級

に応じた施業仕組や経営判断を行わなければなり

ません。適地適木による拡大造林，林木育種，林

地肥培，密植などの育林技術のみならず，適正な

林道の開設，木材生産量の予測，経済計算などの

技術を推進するためには，地位や地利を的確に把

握することが前提となるからです。こうした立地

級の体系をつくろうとした背景には，増強計画は

結果的には木材の埜的生産の持続的拡大を図るも

のでしたが，立案の趣旨は国有林経営の近代化を

目指した経済計画的な性格も視野に入れていたも

のと理解しています。

1957(1I"32)年のある日，筆者は辻課長から林

野庁の指示として「計鑓化した立地級体系」をつ

くるよう，特命を受けました。帯広営林局で増強

計画を策定していたときのことです｡1961(11召36)

年に林業試験場経営部で立地級の計堂化について

研究できる機会を得て，その成果をもとに，国有

林経営規定の＃II1目を一部改めて,1964(IIg39)年

｢立地級区分調査要領」を，1965（昭'|10)年｢地位

指数調査要領」を取りまとめました。計量化の手

法としては，地位は，収穫表（または正常林分収

穫予想表）を用いて，主要な樹種別に伐期総平均

成長量をもってnf単位の等級に区分することとし，

地利は差額地代の考えを導入し，主要な樹種別に

地利指数をもって等級に区分することとしました。

市場から当該森林までの経済距離を,基準材種(内

地はスギ，北海道はエゾマツ）のnf当たりの搬出

費と市場価を基準に区分しました。地利指数の等

級区分の一等級の位級階を地位の位級階に等しく

する理論式は，今村消光（現水利科学研究所理事

長）の考案した式，

Q=KIP-(H+B)/(11-1)K･(1-EL/EH)],

ただしQ=地利指数1グレイド,K=搬出費，

P=基準材の市場{ili,H=販売費,B=伐木造材

費,EL=最低の地位,EII=最高の地位，を用い

ました。立地級体系についての詳細は,解説書(渡

邊：1965，渡邊ら：1966）を参照してください。

当時，造林樹種別に伐期総平均成長量をもって

地位とする提案には，営林局担当課長をはじめ多

くの方々から批判を受けました｡｢地位はドイツに

おいても上中下の3とおり程度で，細かく分ける

必要性がない｣とか，「土地生産力を樹種別に分け

るのがおかしい」といったものでした。
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林極転換・拡大造林地での地位をとらえる方法

には，まず立地条件からスギ・ヒノキ･アカマツ・

カラマツ・トドマツなど樹籾ごとの地位指数を把

握し，それを収穫表の林齢に当てはめて地位を算

定する手法を採用しました。

また，立地因子から地位指数を予測するには，

林の数最化I類を用いました。数量化I類の理論

は発表されたばかりのころでしたが，この方法を

用いて西沢正久・真下青久らが行った地位指数推

定の解析成果を参考に，営林局等の技術レベルを

配慮し，立地要素を選定して調査要領を作成しま

した。作成の過程で筆者は，関東・伊豆・山陰の

スギ・ヒノキ・アカマツについて，母集団を変え

て11とおり数量化I類の計算を行い,立地因子と

地位指数の予測値の関係をさまざまな視点から検

討し，この方法による地位指数の推定が有効であ

るとの確信を得ました。後になって聞いた話です

が,コンピュータ会社に計算委託した11とおりの

計算を，林知己夫先生はコンピュータに付ききり

で行い，また1回のコンピュータの計算時間には

40分以上要したことを付記しておきます。現在，

1台のパソコンに収まっている容量が,昭和30年

代のコンピュータでは大きな一室を占めていた，

そのころの話です。いずれにしても，林の数量化

I額を利用した世界で最初の応用が地位指数調査

要領であったことは，林業技術史のうえで特筆す

べきことと思っています。地位指数調査は土壌調

査を発展させるものとして，その後民有林におい

ても導入されました。

国有林木材増産計画と収穫予想表

増産計画は，大学等の研究者や識者の間で最も

評判が悪かった計画です。計画作成の契機が，

1960（昭35）年の需要増大に伴う木材価格の急

騰，1961（昭36〉年2月の木材対策についての閣

議決定や木材価格安定緊急対策を踏まえ，経済的

ニーズを陸l有林材供給の立場からいかに支えるか，

また，増強計画の落とし子ともいうべき営林署の

増設等で膨らんだ予算規模をいかに確保するかに

あったからです。増産計画は密植・施肥・育種な
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ど将来予測される技術を引き当てに現在の伐採爺

を決定するものとして厳しく批判されました。増

強計画と増産計画は別物で，増強計画は適切であ

ったが，悪かったのは増産計画であるとする最近

の論文（荻野:1999)もあります。これらの多く

は増産計画をよく理解していない者の批判である

と判断されます。そこで，増産計画の全容を知る

者として，当時営林局の経営計画編成担当者に指

示した内容等を記述して，識者の判断を待ちまし

ょう。

増強計画を経営技術の視点から見ると，国有林

経営規定の改正が行われ，収穫量の保続は事業区

(営林署)を単位としたものが経営計画区に拡大さ

れ，事業区単位の作業級は経営計画区単位の施業

団へと変わりました。より大きい単位で保続を図

ったほうが，資源職成から見て保続計算がやりや

すかったからです。収稚規盤は，収穫表ではなく

収櫻予想表によって行われました。後に収稚予想

表方式と呼ばれるものです(井上:1974)。実際に

は樹種別・経営計画区ごとに現実林分収穫予想表

を作成し，この予想表をもって保続計算を行い，

伐採量が低減しない範|州内で標準伐採量を決定し

ます｡経営計画は5年を一期とした10カ年計画で

した。

次に，増強計画と経営計画の位置づけを見まし

ょう。増強計画には,40カ年の全体計画としての

国有林生産力増強計画，局ごとの営林局生産力増

強計画があります。また経営計画は，部分計画と

して陸|有林経営規定にのっとる106の経営計画区

ごとの5カ年を一期とする経営計画があります

(小沢：1960)。増強計miは，経営計画の上位計画

としての意味を有し，増強計画は年度ごとに編成

される経営計画によって計画が具現化されます。

国有林生産力増強計画・営林局生産力増強計画

の持つ，もう一つの重要な意味は，国有林全体，

営林局全体，経営計画区の標準伐採量の算定が収

極予想表によって行われ，年度ごとの伐採愚や予

算統制の一つの指標に標準伐採量の1カ年分の数

値が用いられていたことです。

収穫規整・予算統制の面から見た増産計画は，



育林技術の改善等による伐期齢の短縮，成長型の

増大を見込んで，これにより改良期を短縮し収櫻

雄の増加を図ることを目的とし，肥培・育種など

増強計画で掲げた技術革新部分を，収穫予想表に

組み入れたことに特徴があります。よって増産計

画は増強計画の修正計画といってよいものです。

増産計画では，経営計画の中に育種・施肥などを

実施する施業団を設定し，育種・施肥などの効果

を見込んだ育種・施肥林分収稚予想表を作成して

保続計算を行いました。このように，増産計画は

増強計画の技術革新を具現化するための計画でし

た。机上計画の段階で技術革新の成果を取り入れ

た収穫予想表を作成し，伐採量を算定しようとし

た計画内容に多くの識者の非難を浴びたのです。

ただし，このような措悩は,I封有林や林業試験場

等の予算，特に技術予算を担保する重要な役割を

持っていました。

こうした社畔Iを正しく理解するために，ここで

林野庁が増産計画で指示した経営計画区ごとの標

準伐採量の算定方法を示しましょう。収穫予想表

を用いた標準伐採蕊の算定にあたって，林野庁は

増強計画の改良期間の終了する1965(IIg4()年)以

降に至るまでの長期間，伐採量を低下させないこ

とを義務づけていました。そこで増産計画でも同

様に，標準伐採量算定の基礎となる，当期，すな

わち最初の5カ年の伐採錘総量は，現実林分収稚

予想表を用いて保続計算することを指示していま

す。この限りでは，増産計画と増強計画に差違は

なく，標準伐採量の算定は増産計画と増強計画で

は同じ手法を用いています。そして，増産計画で

は木材の需要が将来増大することを踏まえて，右

肩上がりの収穫量となるよう肥培・育種等を盛り

込んだ収穫予想表を用いて次期以降の伐採量を持

続的に増大させるよう指示しています。このよう

に技術革新を踏まえた収櫻予想表は，将来の収棋

鍾上乗せ分に用いたのです。こうした理由から，

増産計画において当面の伐採量に肥培・育種を盛

り込んだ収穫予想表は，経営計画編成にあたり当

期の標準伐採量に反映されていません。このよう

な措置は，時代の要諦に対処するための林野庁岨

当部局者が，資源維持や技術的裏づけを踏まえて

判断した苦肉の策であったかもしれません。なお，
＆た

時代の要請に応えて当時収穫量が増大したのは，

別な理由によります。すなわち全国1万プロット

のサンプリング調査の結果，森林蓄積が5％程度

増大しましたが，林種転換する改良林分の蓄積増

加分の3％程度が伐採増をもたらした資源とした

のです。

林木育種・林地肥培等の技術評価

増強計画・増産計画において取り_上げられた林

木育種・林地肥培・密植・機械化などの林業技術

は，増強計画の計画期間が過ぎた現在，多くの識

者によって総括してよい技術課題です。筆者の評

価する増産計画の技術的に見た成果は，①森林地

域に対する空中写真の繰返し撮影の制度化，②国

林試・県林試・営林局県の適地適木（土壌・地位

指数）調査，③林木育種（事業）場の創設，④密

度理論による森林管理技術に関する予算化などで

す。増産計画とそれに基づく経営計画の編成の制

度がなければ，空中写真撮影は終了し，土壌調査

の組織は廃止するなど，林業技術を維持する予算

は削減させられたものと考えています。

増産計画が指向した林木育種・林地肥培・密植

などによる短伐期林業や拡大造林に関する批判は，

中村（1967）の問題点の指摘が現時においても適

切なものです。樹木の成長に関する種特性と森林

立地を熟知する中村の森づくり技術に関する批判

は，時代には関係なく妥当であると評価できます。

吉良の同種個体群の競争理論を林業に応用した密

度管理図は，森林の適切な密度管理手法を示した

ものとして,作成者の安藤貴は林学会功労賞を受

賞しています。拡大造林地の適切な管理法を示す

基礎技術として評価されてよいと思います。林木

育種事業は，長期間の試験を経て実用化されます。

短伐期林業を指向し，かつ大量生産を目的とした

ポプラ・ハンノキなどの育種は，植栽適地や材へ

のニーズがないことから見て，日本林業への導入

は失敗に終わったと見てよいでしょう。これに対

し，これまであまり注目されていないヒノキの優

林業技術No6962000.3-⑰



良系統の選抜は，導入した人工林の成績がよく，

着実に成果を上げています。材価や利用価値の高

い樹種の選抜育種は，森林生産力を確実に高めて

います。

現代森林管理技術と増強計画

長期計画としての増強計画枠組みは，国有林経

営規定に基づくプロジェクト計画としての性格を

持つ短期計画，すなわち経営計画区別の経営計画

編成作業を通じて継承されてきました。特に収稚

予想表法による収穫規整は現在まで続いています。

よって経営計画や地域施業計画の実態から増強計

画で意図した体系を，現時の価値観をもって評価

してみることが必要です。

まず，林種転換が自然林を減少させ環境破壊だ

として批判されているのは，計画の実施について

日本列島の自然環境の特性を配慮しなかったから

と見てよいでしょう。微細な立地条件を考慮しな

い画一的な林種転換や皆伐一斉造林は，貴重な動

植物の生息地の環境破壊をもたらしました。日本

列島は，地形地質が複雑でかつ湿潤な気候のため，

微細な地形ごとに多様な生物群集が成立しており，

汎地球的に見て生物多様性の宝庫となっています。

もし，モデル計画のような天然林施業を多く取り

入れ，環境保全にもっと配慮した施業技術を指向

したならば，国有林はもっと別な評価が与えられ

ていたでしょう。

増強計画の樹立と相前後して多くの営林署・事

業所が新設されました。管理技術的に見て，これ

が最も増産計画に影響を及ぼしたものと考えてい

ます。1960(昭35)年のことですが，営林署等の増

設を組み入れた帯広営林局増強計画の40年間の
あ

長期損益計算を行って，筆者はI唖然としたことを

記憶しています。人件費増大分に森林からの収益

は追いつかず，かつ天然林からの素材価格と短伐

期人工林からのそれは，後者が著しく低いため，

伐採量の保続はできても収益率は低下していくの

です。増伐一すなわち国有林の資源の食いつぶし

は，国有林野特別会計に携わる要員増に対応する

ためのものであったと判断しています。与野党．
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地元県市lll｣村がこぞって賛成した営林署新設等の

国有林組織拡大は，技術革新を拒否した当時の労

働組合の運動方針と相まって，国有林の現場技術

をずたずたに破壊していきました。増強計画によ

り造成された新生人工林は伐期に近づきつつあり

ます。しかし，これら人工林の適切な間伐手法す

ら見いだせない現場技術者の育林技術を思うと，

技術の後退が著しいことを感じています。日本林

業を再生する技術はすでに確立されています（渡
そ

邊：1994,1998)。これを阻害しているのは行政当

局が環境林を重視し，経済林の経営管理を放棄し，

また森林組合など林業の担い手である技術革新を

推進する組織が硬直化しているからです。筆者は，

富士山麓140haの新生人工林を対象に防災水源

かん養路綱を道路支障木の売り上げをもって開設

し，ニュージーランド材と競争できる経済林のモ

デル森林を造成しましたが(渡過：1998)，地元行

政当局・森林組合はこれまで一度も訪れていませ

ん。最初に関心を示して訪れた人はWWF(世界

自然保謹連合）のイギリスの研究者であったこと

は何とも皮肉な現象です。増強計画作成の当時意

図した林業技術が技術者の中に定着すれば，国有

林をはじめ日本林業の将来に望みを託すことがで

きるものと考えています。
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特別経営時代の這産に想う

近畿中国森林管理局計画部長

やまがたみつあき

山縣光晶

はじめに

「……明治三十二年に此事業に着手しました《距文

ﾏﾏ)以来満二十三年を費やしまして，先月を以て

此事業が終わりました，大正十年度末に完成致し

たのであります，……以前より荒廃に帰して無立

木の状態になった原野に総て造林致したのであり

ます，是が約三-'一五万II1T歩であります，……」

1922（大11）年，当時の腱商務省山林局長中井励

作は「国有林の経営」と題する講演〃で特別経営

事業の成果をそう報告し，将来の展望を述べまし

た。それ以前の造林面穣鋤は1878(明11)年度か

ら1898（明31）年度までの21年間に3．6万町歩

ですから，特別経営事業だけでも年平均でその10

倍近くの造林が行われたのです。その当時の社会

経済状況や国家財政規模，国有林の総面積など考

え併せると，一世紀前に，昭和30年代以降の拡大

造材期にも比肩できるような実に大規模な森林造

成事業が行われていたのです。そこで生まれた造

林地は，その後どうなったのか。何を私たちに残

したのか，そして，次の21世紀に残そうとしてい

るのか。この稿ではそうした点について考えてい

きます。

特別経営事業とその造林事業を振り返る

林政史上あるいは|劉有林野史ヒー時代を画した

特別経営事業については，『日本林業発達史』上巻

など数多くの資料や論述があるので，ここでは概

要を振り返るにとどめます。

1899（明32）年に森林資金特別会計法が制定さ

れ，存置を要さない林野を売り払った代金を原資

とする農商務省所管国有林野の特別経営事業が開

始されました。中井は，大面積の国有林野が実際

にはどれだけあるのか｢一向分からなかった_j，こ

の「国家の為の貴重なる財産」を「適当に経営す

るとしないとでは日本の木材の生産の上から……

又，治水の関係から申しても重大」であるから，

｢全体に付いて充分調査し,又充分なる将来の輪伐

植栽の計画を樹てなければならぬ」と，この事業

の動機と目的を述べています。同法第1条は，国

有林野の処分，実測，施業案の編製，造林及び森

林買い上げに係る特別経営の為，森林資金を世き，

その歳入歳出は一般会計と区別して特別会計を設

置す”，としました｡l司年閣議決定された当初の

計画はそれら5種に大別された事業を2,302万円

の経費をもって1899(明32)年度から1914(明47）

年度までの16年間に実施するというものでした

が，1912（明45）年に見直しがなされ，計画期間

も1919（明52）年度まで延長されました。その

後，計画に沿って事業が進められた結果，最初の

目的とした森林の基礎が確立されて計画が充分達

成せられたとの理由で1922(大11)年3月に森林

資金特別会計法は廃止され，特別経営事業は終わ

りを告げたのです｡この間,総事業費は結局5,842

万円に倍増していました。なお，最終的には，当

初計画になかった林業試験や学生養成，林業講習

などもその一環として行われました。

特別経営事業による造林事業には，難立木地へ

の人工植栽（1914（大3）年以降は散生地と煙害
ぷいく

地への植栽も含む),天然林を撫育して成林させる

天然生育,「山骨露出土砂流出の為砂防工事を施し

苗木を植栽｣幻する砂防植栽,苗|剛栽培,林道や河

川の開削などの搬路開通，防火線築設が含まれて

いました。ここでは本誌のテーマに沿って，後の

二つには触れません。人工植栽は当初計画9万町

歩に対して実績は30.2万町歩と大幅に増加し,砂

防植栽も5千町歩が7千II1J歩となりましたが，天

然生育は5万町歩に対して5．4万町歩にとどまり

林業技術No.6962000.3-⑲



単位：面積ha,割合％▼表①特別経営時代の造林地とその現況

ましたｲﾉ。特別経営事

業開始以前の造林事業

については,｢僅に立木
しやくばつ

処分を了したる斫伐跡

地の更新」と「無立木

地の一小部分に造林す

るを主眼」としたもの

といわれます。このた

め,｢殊に国有林に於け

特別経営時代の造林面積

特別経営認経常

人工植栽|砂防植栽｜合計｜合

平成10年

度末林齢鑿篭|：
存
合造林年度

雪割“計
23.230

104.589

168,527

182,492

109.010

587,848

１０
８
３
８
３

１
９
９
８
８

一
一
一
一
一

９
４
９
４
９

９
９
８
８
７

312

2,532

7,490

11,048

10,979

1．3

2．4

44

61

101

４
９
４
０

３
３
４
５
１

歩
罪
ト
ー
一

３
３
４
１
６

鑑
玲
蹄
柾
柾

12,887

75.185

87.186

83,857

40,385

４
３
７
３
６

２
６
３
７
４

６
８
５
９
９

１
ｉ
ｆ

。

13,511

77.048

87.723

85,830

42,331

9,719

27.541

80,804

96662

66,679

32.36115．5合計|299.5006.943306,4431281,405

特別経営時代の造林面馴は,lyl治林業史要および大正11年度国有林野一班(腱商務省lli林局大正13
年11月）を盤に,1町歩=0.99173511aで換算した。なお．特別経営部の造林而敵は人工殖栽と砂防

植栽を合わせたもので，天然生育は含まれない。

平成10年度末現況については,次の森林管理局および森林管理局分局の没料による：東北,東北(青

森)，関東，関東（東京)，11.部，中部（名古屋)，近畿中国，四国，九州。
現況については旧御料林に由来するものを極力除いた。しかし,一部の局の現況については個別の林
小班にまでさかのぼって追跡することが困難であったことから．表の数値には､少数と思われるが同

”，‘x"w－圏'局'F'1，9－"ﾐvノ注:1特別経営時代の造林m

る無立木地の膨多なる 年11月）を盤に,lli

推蛾を合わせたものて

こと及之を等閑に付す2.平成,0年度末現況に

るに於ては国富増進上 森)，関東，関東（東‘
3．現況については旧御辮

甚だ蕊ふへきもの｣勤 小班にまでさかのぼ毎

膝期に成立した旧御総
との認識が政府関係者

4．人工植栽と砂防植栽と

のみならず一般にも生

まれていました。ですから，無立木地への積極的

な造林が特別経営事業の大きな柱となったのは当

然のことであったと思われます。

ところで，その時代の国有林野の造林はすべて

特別経営事業によるものと思っている方が意外に

多いようですが，それ以外にも毎年の伐採に伴う

跡地への造林が連綿として継続されていました。

前者は特別経営部事業，後者は経常部事業として

明確に区分されていたのです。1899（明32）年度

から1921(大10)年度の間の植栽による造林面積

は,特別経営部事業によるものが約31万ha,経常
きっこう

部事業によるものが28万haと,ほぼ拮抗していま

す｡

I制明に成立した旧御料林の造林地も含まれている可能性がある。
人工植栽と砂防植戦ともに新植面職。

haが現存し,ha当たり平均蓄積は263nfとなって

います。国有林の人工林資源全体に占める割合は，

面積で1．4％，蓄積で2．8％です。面績を森林管

理局別に見ますと，東北局，東北局（青森分局)，

関東局がともに全体の17％，次いで近畿中国局

(13％)，中部局(11％）などとなります。各局の

人工林総面積に対する割合は中部局(3.5％)，近

畿中国局（3.1％)，東北局（26％）などとなり

ますが，九州局は1．1％でしかありません。近畿

中国局では，ある程度のまとまりで残るものは少

なく，多くは保護樹帯や保残区として，後継の造

林地の間に帯状に介在しています。まとまりをも

って残るものは，景勝地など景観の現状維持への

要請が高い場所等に多く，その一部では複層林施

業も行われています。なお，天然生育によるもの

の現状は把握できません。

特別経営時代の国有林は今

遺産といえば，それが今どれだけあるのか知り

たくなるのが人情です。しかし，その時代に造林

されたものでもそれが特別経営部事業によるもの

か経常部事業によるものかは，今となっては判然

としませんし，松毛虫などの諸被害によりすべて

が順調に成林したわけではないので，どの森林が

特別経営部事業に由来するのか，現在では把握が

難しい状況にあります。表①は，1899（明32）年

度から1921(大10)年度に造林された人工林の現

況を示したものです。注釈にあるような制約をも

った数字ですが，全体としては特別経営部，経常

部合わせて造林された約59"haに対して,約3万

特別経営事業の造林の遺産を考える

いずれによるものかはさておき，特別経営時代

に植えられた人工林のうち目に見える形で残る遺

産は，現在では以上のように断片的なものでしか

ありません。しかし，この間にそれらが残した有

形，無形の遺産は大きなものがあると思われます。

まず，それらの人工林の現存里がごくわずかで

あることは不思議なことなのでしょうか。いや，

そうではありません。前掲の中井誰演は次のよう

に述べています。「……今後数十年経ちまして，第

⑳－林業技術No.6962000.3



▼表②近畿中国局管内の特別経営時代の人工林の推移単位jim"l'a,率％

れらの人工林遺産が国民経済や国民生

活に必要な木材の供給に果たした働き

は，中井や同時代人の期待どおり大変

大きかったといえましょう。

経済的には戦後の国有林野事業の経

営にも財政面で大きな遺産を残しまし

た。高知営林局『造林の変遷』や『東

京営林局100年史』刀などからも，近

年まで主たる収入源であったことがう

特別経営時代の造林面積

特別経営部|経常部合計
昭和56年

度末現況

昭和22年

度末現況

平成10年

度末現況
造林年度

３
３
４
５
１

４
９
４
０

吟
罪
ト
’
一

３
３
４
１
６

蝿
躍
玲
柾
柾

888

6,318

6,790

868

167

1.375

4,309

10,106

11,069

6,295

2.263

10.627

16.896

11,937

6,462

623

5,462

12,069

9.542

5,866

86

820

3,078

2,628

2.339

弱
似
開
切
乃

２
３
３
２

１
１
１

計

《
ロ割存

一
口

現

15,031133,154148,185133‘562
170

8.951
-

19

柳
－
９

注：1．特別経営時代の造林而祇，昭和22年度末現況，昭和56年峻末現況は．r国有かがえます。ことに，財務事情がよう

やく深刻化し，中央森林審議会で改善

策が論議された昭和40年代初頭に至

ると，それが「今日の国有林における大きな収入

源として国有林野特別会計のピンチを救ってい

る｣'ﾉとの認識が早くも出てきます。昭和40年代

以降厳しさを増す一方であった国有林野事業特別

会計の財務状況の中で，先人の残した人工林は，

収入確保という自助努力の大きな支えになってき

たのは事実でしょう。

特別経営事業終了直後の1924(大13)年に出版

された帝国林業総覧は，その効果を総括する中で，

｢……延ては明治維新以来衰微せる林業界に対し

広く規範を示して植林の奨励に資し，愛林思想を

鼓吹し，……｣"ﾉとしています｡特別経営事業の造

林が民有林造林にさまざまな面で影響を与えたと

の認識は，当時の森林資金特別会計法廃止法の国

会論議の中でも現れます魂この場合,事業の一環

として苗1111が当初計画550に対して7,587も設け

られたことや，林業試験場の創設など技術的基盤

が急速に整えられていったことも，民有林造林の

指導奨励に効果があったのではないでしょうか。

民有林造林，ひいては造林政策そのものへの波

及効果という観点で見ると，特別経営事業の造林

は結果として戦後の拡大造林への地ならしをした

ともいえるようです。拡大造林時代の幕開けの時

期に出された『日本の森林資源一その現状と将来
こた

の見通し一』』〃は，増大する林産物の需要に応え

るための資源増強への国民経済的な営みという全

体的な文脈の中で,特別経営事業による造林を｢資

源の増殖へと計画的第一歩を踏み出した」ものと

評価し，さらに，「特別経営時代において鋭意植栽

を進めた林分がようやく重要なる国有林資産の一

林施業小史」（大阪営林局，昭和61年）による。
2．大正5年度，6年度には特別経営部の造林実織はない。

一次の計画通りに実行致した後に於きまして，

･･･…どうなるかと申しますれば，……無立木地の

三十五万町歩が充分に利用されます，又伐採した

跡にそれぞれ造林致したものが輪伐の年が来ると

云うことにして，……（伐採）材積に於いて約五

倍，金額に於いて約十数倍数億万円と云うような

収入を挙げることになる……是は国家の為に考へ

ましても，又国民一般のために考えましても誠に

喜ばしい，……｣。当時の施業案で計画された皆伐

高林作業種の輪伐期〃がそのとおり実施された

とすれば，早いものはアカマツで昭和の初めから，

スギやヒノキで昭和30年代初蝋から主伐期を迎

え，今ごろでもあちこちで主伐の風景が見られた

はずです。実際には，経済社会情勢の変化などか

ら伐採時期は早まりました。表②は近畿中国局で

の特別経営時代の人工林の推移を見たものです。

1947（昭22）年度末にはすでに約3割がなくなっ

ています｡1940(11召15)年から軍需材向けに臨時

の措置として増伐に次ぐ増伐を行い，終戦後も復

興資材として伐採量は相変わらず増加した”と

ありますから，この時代に伐採されたものも多か

ったと思われます。さらに，戦後の復興期や，木

材増産計画などの立てられた高度経済成長期を経

て，1981（昭56）年度までに8割以上が姿を消し

ていきます。1998（平10）年度末には当初の1割

を切る4,300haしか残っていません。他局の事備

もおそらく似たようなものでしょう。つまり，経
ぜいじゃく

済的な意味での森林資源基盤がまだ脆弱であり，

輸入もままならなかった戦中戦後の混乱期から復

興期,昭和30年代からの高度成長期にかけて，そ
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部を構成するに至ったことを目の当たりに見」て

国有林野造林事業が「民有林と歩調を揃えて，戦

後の回復から，進んで積極的資源増強への途を歩

むこととなった」としています。拡大造林に突き

進んだ時代の雰囲気を雄弁に物語っているといえ

ましょう。

ところで従来の評価は，ややもすれば以上のよ

うな経済的側面，木材としての森林資源の充実と

いう側面からのものが多かったように思われます。

しかし，直接的な砂防植栽はもとより，わずか二

-1-数年のうちに約30万haの無立木地が造林地に

変わって，一定の輪伐期のもとでの植栽一保育一

伐採という秩序ある循環利用システムに入り，国

土が絶えず森林で覆われることとなったのですか
よく

ら，水源かん養や山地災害の防止，土壌の肥沃度

の維持などの面で国土管理に残した遺産は計り知

れないほど大きいというべきでしょう。1922(大

11）年5月の大日本山林会会報の記事「国有林野

特別経営成績｣』』ﾉは,「右造林が国土保安並びに治

水上に及ぼせる間接的な効果の大なることは云う

までもなきが」としていますが，この面への寄与

は，もっと高く評価してよいものであり，将来に

わたる最大の遺産といえるように思われます。官

行造林もこの文脈での特別経営事業の遺産の一つ

に数えられるでしょう。1920（大9）年に始まる

公有林野官行造林事業は，特別経営事業に代わる

ものとして立案された経緯'幻があります｡無立木

地への植栽の事業は，その意味では形を変えて官

行造林に引き継がれ，こうして当時国有林野以_上

に無立木地の多かった公有林野はしだいに森林に

姿を変え，水源林葱どとして役割を果たしていき

ます。現在それらは契約により順次伐採時期を迎

えていますが，最近では水源林として，あるいは，

もっと広い意味での地域の緑としてそのまま残し

たいという意向を持つ市町村が増えています。

おわりに

「彼の山陽地方国有林の禿裸地が翠色を呈する

に至れるが如き，秋田縣本庄海岸，石川縣大聖寺

海岸，鹿児島縣吹上の浜等の砂丘地が漸次安定し

たるが如きは本事業の余沢に外ならず……」と，

帝国林業総覧は叙述しています。特別経営部造林

②－林業技術No.6962000.3

事業の中でも砂防植栽により成林したもののよう

すを物語る興味深い叙述です。この大聖寺の国有

林は場所が特定できるわずかな例です。このすば

らしい森林は飛砂や潮害の防止など今もなお地域

の生活環境の維持に役立つばかりか，自然休養林

にもなっています。今に残る特別経営事業あるい

は特別経営時代の人工林は，民有林国有林を合わ

せた全国の80年生以上の人工林のおよそ2割を

占めます。この大きな遺産の多くは，かつて演じ

たような木材供給や国有林野事業の財政的基盤と

しての役割を終え,21世紀には国土保全や治水は

もとより，生活環境の保全やレクリエーションの

場としてますます大きな働きをしていくことで

しょう。

なお，特別経営時代末期に現れ，その後拡大造

林期に否定的に評価された造林や森林施業技術の

思想の変化についても，遺産として今一度肯定的

な光を当てたかったのですが，誌面の都合ででき

ませんでした。最後になりましたが，現況など貴

重な資料を提供いただいた各局計画課に深甚のお

礼を申し_上げます。

1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）

10）

11）

12）
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特集20世紀の森林･林業●Ⅲ造林① ，

パイロット・フォレスト

財国際線化センター専務理事

やまく、ちなつお

山口篁郎 ■猶
はじめに

なかしくつ

釧路市から北東へ約50km,中標津へ延びる国
しべらやあっけし

道272号線と,標茶町と厚岸町を結ぶ道道33号線

が交わる中チヤンベツの旧大田地域に広がる約1

万haの国有林は，周囲を幅広い湿原に取り囲ま

れ容易に人が近づけないことから，明治以来，開

拓による失火や釣り人などのタバコの不始末等に

より，幾多の山火事に見舞われ，長く原野のまま

放置されてきました。

1957(Ⅱ召32)年，帯広営林局において10カ年で

原野を緑化する，パイロット・フォレスト造成計

画が発表され，大規模造林事業が開始されました

(実際には，パイロット・フォレストの事業は湿原

を渡る手前の団地で，1954（昭29）年にトドマツ

等の造林が始められていました)。

パイロット・フォレストは拡大造林推進の指標

林として，造成にあたってはカラマツの大規模一

斉造林と造林作業の機械化を目指す，正にパイロ

ットという名にふさわしいものでした。

私は1963(I1,召38)年4月から1965(昭40)年

7月のパイロット・フォレスト完了式典までの2

年4カ月間，標茶営林署大田綜合造林事業所（こ

れが当時のパイロット・フォレスト事業所の正式

な名称）第3代目主任として，パイロット・フォ

レストの造成事業に従事しました。

今回，「林業技術」編集部から，パイロット･フ

オレストについて，かつて従事した者として執筆

せよとのことから，遠い昔を思い出すままに書き

記してみました。40年も前の昔のことで，記憶も

薄れていることゆえ正確さに欠け，独断的と思わ

れるところも多々ありましょうが，ご容赦のほど

お願い申し_上げます。

大規模一斉造林

計i田iでは，パイロット・フォレストの区域面猿

は約10,600ha,約8,700haを造林することにな

っていましたが，結果は湿原の面積が増えて造林

された面積は約7,200haとなりましたcしかしそ

の後，防火線や林道の作設，山火事や気象害など

の諸被害等で減少し，一部改植をした後，造林地

面積は約7,100haoそのほとんどがカラマツ造林

地です。

しかも，カラマツ造林地は1記番が数十haを

超え,大きいものになると100haを超えるものも

珍しくありませんでした。

造成結果は原植面積に対して1割程度の減少，

7％程鹿の改植を行い，98％が成林しました。大

成功といえましょう。

パイロッ1，．フォレストの成功は一つに樹種選

定でカラマツを選んだこと，そして，カラマツの

植栽を可能にしたのが，予察結果を基にしたヘリ

による殺鼠剤散布法の確立にあったと思います。

パイロット・フォレストにおける植栽蒔期は春

と秋｡秋植えは翌春まで根付かず雛状態で越冬
するため，その間かなりの物が寒風害でやられま

す。春には凍結土壌の融解で浮き上がった苗木の

根踏みが必要となり，手間もかかりました。春は

凍結した土壌が融解する5月の連休明けから乾期

が始まる5月25日ごろまでのわずか20日間程度，

その間に数白haもの植付けを済ませてしまわな

くてはなりませんでした。この時期，カラマツは

まだ芽吹き始めで着葉も少なく運搬も楽で，6月

の晩霜にも強く，時期を逃さずに植えれば確実に
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▼表①パイロット・フオレスト樹種別植栽面穣と現存面積（面積;ha)

カラマツ

6,612

(92％）

539

（8％）

エゾマツ 外来N 広葉樹 合計ト僻マツ 造林作業の機械化
原植面積

(樹種比） Ｊ

釣
％
２
３く

134

(2％）

86

(1％）

148

(2％）

7,219

(100%)

640

（9％）

私が着任した当時，パイロット・フ

ォレストでは小型機械作業として刈払

機による下刈り，地栫え作業，大型機

械作業としてトラクターにローターベ

ータやスラシャーを装着しての下刈り

や地栫え作業等が行われていました。

なかでも，トラクターによる大型機

械作業は，林業では初めての実験であ

り，毎日多くの見学者を集めていまし

減少面積

(減少率）

34

(14％）

7

(5％）

20

(23％）

40

(27％）

改植面種 357

6,430

(97％）

8 7 126 2 500

現存面積

（率）

110

(74％）

213

(89％）

134

(100%)

192

(223％）

7,079

(98％）

注：昭和47年陛末現況（出典;昭和51年，
歴史」より作成

滞広営林局刊｢パイロッ1,．フォレストの

根付きました。
ていぬい

当時，丁寧植えというのが提唱されていました

が，パイロット・フォレストでは一鍬植えで結構，

1本でも多く植えることが大切と，作業員を督励

していました｡また,カラマツの下刈りは年2回×

3年＝6回刈りでしたが，パイロット・フォレス

トのトドマツなどは10年近くも下刈りを行って

おり，下刈り労務の面でもカラマツは優れていま

した。養苗でもカラマツはトドマツなどに比べ，

山出しが早く手間がかからず，しかも，民苗購入

も容易でした。カラマツはいろいろな面で他の樹

種よりもパイロット・フォレストには適した樹種

でした。

カラマツの造林を可能にしたのが野鼠防除技術

の確立でした。カラマツ造林を進めるうえでいち

ばんの問題は野鼠による食害でした。このため，

地栫えは全刈り火入れ，初期には周囲に防鼠瀧を

掘りましたが，予察精度の向上により防鼠瀧は不

要となり，きめ細かな発生予察を基に殺鼠剤の空

中散布による防除が可能となりました。これによ

り，カラマツの大規模一斉造林が可能となりまし

た。

パイロット・フォレストでは大規模一斉造林を

進める中で，植栽樹種，植栽本数，作業仕様，保

育,lll火事防止，病害虫防除等いろいろな面から

たくさんの実験や試験が行われ，試験地管理だけ

でも結榊な仕事でした。そして，パイロット・フ

ォレスI､を象徴する実験事業が造林作業の機械化

でした。

た。大型機械作業としては，ローターベータやロ

ータリーカッタなどの農作業用の作業機械を|､ラ

クターに装着し，下刈りや地栫えを行っていまし

た。

例えば，下刈りはトラクターにローターベータ
こううん

を装着し,2mの列問を耕転除草するもので,平

坦なパイロッl、。フォレストといえども至る所に

伐根や岩消などの障害物があり，それにローター

ベータが当たるとローター刃を欠いてしまいます。

ローター刃は輸入品で取り寄せるのに時間がかか

り，しかも高IIIな物でした。そのため，トラクタ

ーに障害物を避けるためローターベータを上げ下

げさせるための作業員を1人乗せていました。さ

らに，大型機械では列問の除草だけしかできず，

苗木の周囲は刈払機を持った作業員が刈り払い，

1台のトラクターに運転手を含め4名の人間が張

り付くこととなり，せいぜい1ha/1日程度の能

率ではコスト倒れでした。

大型機械による地栫え，植付け等の作業は，い

ずれも似たり寄ったりで，そのうえ1,ラクターは

斜行に弱く，伐根等にでも乗ろうものなら簡単に

横転し，重大事故につながりやすいという欠点が

ありました。結局，大型機械による造林作業は功

程而でも，安全面でも，作業面でも実験の域を出

ず，実用には遠い代物でした。

しかし，当時，パイロット・フォレストでは頭

業地が奥地化し，事業を効率よく進めるための対

策が必要になってきていました。路網は整備され

ておらず，作業員は現場まで朝晩歩かされ，人数
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か幽

湾の牡蛎が増えたとか，パイロット・フォレスト

を取り囲む湿原にヤチダモやヤチハンノキなどが

増え乾燥してきている等の話を耳にします。

しかし，林業関係者，わけても国有林関係者に

とってパイロット・フォレストの残したもの，そ

れは，いろいろな批判があるにしろ，10年という

期間で，広大な荒れ地を緑の山に変えてしまった

という実績と自信でしょう。

そこではいろいろな技術が試されました。それ

らの巾から自然に適した技術だけが用いられ，定

着していきました。

荒廃地での造林法，路網配備による事業システ

ム，刈払機作業の定着，野鼠防除法など多くの技

術が試され実用として定着しています。

現在，私は熱帯林の再生にかかわる仕事に従事

しています。山火事や過度の焼畑耕作で荒廃した

原野での緑化は，樹種こそ違えパイロット・フォ
や

レストでのそれと大した相違はありません。痩せ

地でも早く確実に育ち，養苗も楽で，植付けや下

刈りの手間もかからず，病虫害にも問題なさそう

な樹種を選び，雨が来るのを待ち受けて一挙に植

付けを行うさまは，パイロット・フォレストを思

わせます。

近年，世界的に地球環境問題から熱帯林等森林

の果たす役割が重視される中，今後，わが国は地

球環境対策として途上国での緑化に貢献すること

が求められることと思います。そのときにはパイ

ロット・フォレストの経験が存分に生かされるこ

ととなるでしょう。

最後に，パイロッ1，．フォレストの造成徴を紹

介し終わりとします。パイロット・フォレストの

造成に費やした経蜜は林道費を含め約13億円弱。

｢フアントム1機にも及ばない｣値段でした（当時

パイロット・フォレストを訪れた会計検査の検査

官の感想)。

が多いだけに作業時間の無駄は相当なもので，路

網の整備と輸送手段の確保は喫緊の課題でした。

そのため，トラクターによる作業を，クローラタ

イプは路網整備に，ホイールタイプは人員物資の

輸送へと振り向け，作業員も，苗木や資材も現場

までの体制を急ぎ整備し，刈払機作業の定着とマ

ッチしてパイロット・フォレスト事業の効率的運

営に大きく寄与することとなりました。

一方，小型機械の刈払機作業もなかなか定着せ

ず，功程面からも，メンテナンスの面からも大い

に問題を抱えていました。しかし，この問題も出

来高作業の導入によって一挙に解決できました。

出来高制の導入にあたって，機械の修理や鋸歯の

目立ては専属の者が行い，路網の整備により作業

員は現場まで車両で運ばれ，作業だけに専念する

こととしました。その結果，能率はそれまでの2

～3倍となり，2年後には作業員がほぼ半減して

も従来以上の作業量を処理できるようになりまし

た。計画段階から問題視されていた，増大するで

あろう下刈り作業の労務ピークを無事乗り切るこ

とができるようになり，むしろ，当初予想もしな

かった植付け作業の労務ピークに苦慮するように

なりました。また，メンテナンスの面でも修理を

専門化したことと，それまで値の張る外国製の物

を国産に切り替えたことにより，大幅な経費の削

減を見ることができ，以後，国産機械の普及に貢

献できました。

直営での小型作業機械の定着は，請負事業にも

波及し，以後，造林作業に刈払機はあたりまえの

ように定着しました。

パイロット・フォレスト事業が

残したもの

パイロット・フォレスト事業が残したもの，そ

れは長年手つかずに放置されていた原野の一角に，

7,000haに及ぶカラマツの大森林地帯を造成し，

拡大造林の成果として世に誇れる物ができたこと

でしょう。

この森林の出現が，地域へどのような影響を与

えるようになったかはよくわかりませんが，厚岸

お
知
ら
せ

本年度会員配布図書の一般売り力ぐ始まっています

r里山を考える’01のヒント』
四六判・225頁・本体1，400円十税

お求めは一般書店または直接東京書霜まで。

m03-5390-7531,FAXO3-5390-7538

林業技術No.6962000.3-⑳



~

特集20世紀の森林･林業｡Ⅲ造林0】

東京営林局における
拡大造林時代を振り返って
－一首都圏域における多様な期待を背負う人工林経営一

処。

ご油やすむろまさひこ
現・林野庁造林保全課監査官
前関東森林管理局東京分局計画課長安室正彦

はじめに

1999(平11)年3月，東京営林局と前橋営林局が

統合され，関東森林管理局が生まれました。旧東

京営林局管内の業務は現在，関東森林管理局東京

分局が引き継いで実施しており，その管轄区域は

首都圏を中心とする1都7県（茨城，栃木（一

部)，埼玉，千葉，東京，神奈川，山梨，静岡)と

なっています。この管内には国有林野が17万ha

しかありませんが,日本の人口の1／3に相当する

4千万人が居住しており，古くから地域住民だけ

でなく都市住民にとっても身近な森林として，林

産物の供給はもとより公益的機能の発揮と地域振

興への寄与の役割を大きく担いながら経営されて

きました。

ここでは，東京営林局における拡大造林時代の

実績と成果を振り返るとともに，今後の人工林経

営の方針を説明したいと思います。

拡大造林前史

現在，東京分局の国有林は人工林率が現時点で

58％に達しており，その高さが一つの特徴になっ

ていますが，事業統計書を開いてみると，いわゆ

る「拡大造林時代｣が始まった1958(1IiM33)年時点

において人工林率はすでに50％に達しています。

旧営林署単位で見てみると，天城，河津，掛川の

3署で80%を上回る状況にあったのに対し,人工

林率が40％以下の箸は局管内18署のうち，奥秩

父を管轄する秩父署と南アルプス南端に位置する

千頭団地3署（千頭，気田，水窪）の4署だけで

した。つまり，東京営林局の国有林では早くから

人工林経営が進んでいたといえます。

⑳－林業技術No.6962000.3

これは,藩政時代における｢御礼杉」「冥加植栽」

制度による植栽や代官江川太郎左術門の植林，明

治初期における静岡県龍山村での金原明善翁によ

る献植や，スギ・ケヤキなどの先駆的な人工造林，

そして1899(1Jj32)年から始まった特別経営事業

による造林推進の成果を受けたものと評価できま

す。特別経営時代においては，例えば茨城県北部

に位置する当時の大子小林区署において5,447

haの新植が実施されていますが,これは現在の大

子事務所（旧営林署）の人工林而横の6割強に相

当します。

なお，特別経営時代以降は全般的に人工造林の

低迷期となりますが，1927(昭2)年に大代国有林

(旧掛川営林署管内)で北米産のセンペルセコイア

の植栽が行われたり（現在良好な生育を見せてい

ます)，1934(昭9)年に鬼ヶ作国有林(旧笠間営林

署管内）で大日本山林会が中心となった「第一回

愛林日」記念植樹が実行されるなど，大戦後にお

ける早期育成林業を目指した取り組みや緑化思想

の普及といったものを先取りする活動が行われて

います。

拡大造林の歩み

（1）拡大造林への取り組み

大戦後の復興を成し遂げ高度経済成長に伴って

急増する木材需要に対処するため，林野庁におい

て策定された1957(II召32)年度の｢国有林生産力増

強計画｣，1961(Ⅱ召36)年度のr国有林木材増産計

画」等の方針のもとで，国有林における拡大造林

が積極的に推進されることとなりました。東京営

林局においては，造林推進協議会を設置して伐期

齢や植栽本数について検討（自然的立地条件，経



済的立地条件，造林投資，生産目的などを総合的

に勘案)するとともに,1957(11K{32)年に造林方針

書の制定と全計画区の経営計画の一斉編成を行い，

翌年より実行に移しています。

また事業実行にあたっては，新植事業量の増大

に対応するため刈払機や植穴掘機などの小型造林

機械の導入，林地施肥や林地除草剤の導入，さら

には地栫え作業へのトラクタの導入等が行われ，

これら新しい造林技術の開発と定着化を図るため，

各署において種々の試験が行われています。

この結果，東京営林局における人工造林の新植

而職は，昭和30年代初期において年間1,000ha

台だったものが，昭和40年代前半に約3倍(ピー

クの1967(ﾛ召42)年度で3,500ha)となりました。

なお,1958(H召33)年から1972(IIg47)年までの15

年間の新植面積累計では局全休で約38千haと

なっていますが，この期間における人工林の増加

而瀧は約14千haにとどまっています。これは，

昭和30年代においてはすでに特別経営事業の開

始から50年以上がたち,既述のとおり局管内の人

工林資源が充実していたことから，東京営林局に

おける拡大造林時代はそうした人工林資源の恩恵

も受けて木材供給の役割を担ったものであり，人

工林の伐採・新植（再造林）も拡大造林以上に行

われていたことによると考えます。

（2）拡大造林時代における取り組み

1973(i沼48)年3月，林野庁において「国有林野

における新たな森林施業」が定められ，これによ

り拡大造林時代の方針が転換されることとなりま

した。

この1973(Ⅱ召48)年までに東京営林局の人工林

率は58％となり現在と同じ水準になりましたが，

拡大造林時代において当時の諸先輩方がさまざま

な課題に対応するため行った調査・検討の資料が

今多く残されています。奥秩父の原生的植生の保

全，千頭団地国有林における林業投資評価の考え

方,高密度路網施業のモデル地区の設定と実行(大

代国有林),高尾山における風致施業の具体的手法

などのさまざまな検討が行われています。それら

はI玉I有林野の現在の課題に対応していくうえでも

有益な指針となるものであり，貴重な財産である

と考えています。

例えば,1969(H召44)年3月に国有林野経営規程

が改正され，国有林野の経営方針に「国民の保健

休養のために必要な施策を講ずること」が明記さ

れましたが，東京営林局では都市近郊国有林が多

いこともあって，1967(昭42)年に高尾山が｢明治

の森」に指定されたのをはじめ，1973(ﾛ召4S)年ま

でに相次いで富士山自然休養林，丹沢自然休養林，

奥浜名湖自然休養林を指定しました。これらの自

然休養林あるいは筑波山，鞘根，天城山などの森

林レクリエーションの盛んな国有林は人工林がそ

の景観の主体となっていることから，木材生産と

保健休養との機能発揮の調整の具体的方法につい

て何度か検討が重ねられ，現在東京分局において

施業の指針として採用している「風致の維持に配

慮した二段林施業＝複層林施業」がまとめられる

に至っています。

多様な期待を背負った

人工林経営の今後

さて，東京分局管内の国有林は，富士山などの

全国的に有名な景勝地のほか，四季を通じて人々

でにぎわう都市近郊林が多くあり，自然環境の面

でも小笠原諸島の亜熱帯から秩父山系や南アルプ

スの箙尚山帯に至るまで多様な植生を有していま

す。また，都市部あるいは集落に近接し，水源か

ん養,土砂流出防備等の保安林率が77％にも達し

ています。そして，民有林とともに森林資源造成

に取り組んできた歴史があり，古くから地域の林

業地帯を形成しているものもあります。

拡大造林時代を含めこれまで諸先輩の苦労と地

域の関係者の協力により築かれてきた人工林を，
こた

こうした国有林への多様な期待に応えるべく管理

経営していくことが，現在の我々の務めとなって

います。

国有林野事業は，国有林野の管理経営を公益的

機能重視に転換することなどを内容とする抜本的

改革をスタートし，1999(平11)年から新たな機能

類型区分の導入とそれぞれの機能類型に応じた管

林業技術No.6962000.3-⑳



▼表①東京分局国有林野の機能類型別面積と人工林面積

く千ha,(%)>理経営を行うこととなりました。その方

針のもと，東京分局の|韮|有林野は表①の

ように機能類型区分を行い，人工林につ

いては，国土保全タイプと自然維持タイ

プでは将来的に天然林への誘導を基本と

し，森林空間利用タイプでは複層林化あ

るいは天然林化を目指すこととしていま

す。また，水源かん養タイプの人工林で

は，約4割で小面積分散伐区による施業，

約3割で長伐期施業，約3割で複層林化

機能類型区分（タイプ）

水土爆全赫〃雛
森林と人と自然維持
の共生林森林空間利用
資源の循環利用林

分局全体

国有林野面積琳

211（12）

74．3（43）

32．1（18）

229（13）

23．2（13）

174.6（100）

うち人工林面積

5．6（6）

524（56）

1．4（2）

139（15）

19．8（21）

93.1(100)

水土保全林

森林と人と
の共生林

(螺国有林野面敬には森林以外の土地を含む）

約3割で長伐期施業約3割で複層林化あるいは

天然林化を図る施業を行うこととしています。

さて，21世紀においてはどのような「時代」が

miされることとなるのでしょうか。

東京分局では，都市近郊林や富士山台風被害跡

地などでボランティア団体等による森林づくり活

動が活発となってきており，国民参加の森林づく

り活動推進を目指して，現在国有林への一般国民

やボランティア団体の受け入れ条件の整備を進め

ています。このように「国民参加」をキーワード

とする「時代」がすでに始まっています。また，

｢保全」「共生」「循環｣の推進方向に沿った森林整

備のための施策面や施業技術面での具体的な取り

組みも必要となっており，それらの取り組みの横

み重ねが一つの「時代」を形づくっていくことと

なると考えます。そうした新たな「時代」を担う

中で,拡大造林時代をはじめとする20世紀におけ

るさまざまな取り組みの成果は，我々に多くの指

針や勇気を与えてくれるものと思っています。

,特集20世紀の森林･林業●Ⅲ造林⑦

別府山国有林における

拡大造林の光と陰

なかおかしげる

中岡茂四国森林管理局森林整備部長

商知県香美郡物部村にある別府

||｣国有林は，県中部を西流し南国

市付近で土佐湾に注ぐ物部川の源

流の標高約600～1,800mに位置

する,おおむね2,000haの森林で

す。別府山の天然植生は，冷温帯

と，冷温帯から暖温帯へ推移する

惟移帯に属し，ブナ，カエデ，コ

ナラ，モミ，ツガ等によって構成

されていますが，良質のケヤキと

ヒノキが含まれており，古くは土
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▲図①別府山国有林の人エ林率と近隣集落の人口
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佐藩の藩有林として厳しく管理されていました。

県境沿いの亜高山帯等は，保護林や剣山国定公隙｜

の第1種および第2種特別地域に指定され，適正

な保護が図られています。この別府山国有林にお

ける拡大造林は，四国森林管理局管内で行われた

冷温帯における拡大造林の典型であり，ここで紹

介することにします。

天然林の伐採は戦前から行われていましたが，

図①に見られるように，急激な増加を示したのは

1960年代に入ってからで,およそ15年ほどの間に

15％が人工林化されました。それも当初は， ▲写真①

50～70haに及ぶ大面積の伐採と拡

大造林が行われていましたが，自然

保護に配慮した「国有林野の新たな

森林施業」が始まった1973（昭48）

年以降は，小面積皆伐方式に切り替

えられました。この間，伐採された

天然のケヤキやヒノキをはじめとす

る良材は,地元の林業･林産業などの

地域経済を潤しました。また，平地

のほとんどない最上流部の2,000人

を超える人々の現金収入の道として，

天然林の伐採と拡大造林が果たした

役割には大きいものがありました。

人工林率は1985(昭60)年に38％

とピークに達し，実質的には拡大造

林は終了しますが，その後，人工林

率は35％に下がり現在に至ってい

ます。この地域における造林木の大

敵は寒風害で，下刈りの方法を筋刈

りにするなどの被害防止対策を取り

ましたが，なかには天然林化した箇

所もあり，その結果，人工林率が下

がりました｡写真①は31年生の林分

で,造林木の面積混交歩合が78％と

いうことですが，実際はもっと低い

ようです。また，造林木が集団的に

成林しているのが特徴で，おそらく

微妙な地形的変化が造林木の成林に

影響していると考えますが，詳しい
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検証はまだこれからです。最近各地で顕著になり

つつあるシカやカモシカによる被害については,こ

の成林状況から見て，当時は少なかったようです。

拡大造林地の状況を把握するため，小班ごとの

樹種別のha当たり材積を算出し，林齢との相関

を示したのが，図②および図③です。その結果，

スギ，ヒノキともに収穫予想表に対して，現実林

分のha当たり材積はかなり低いものとなってお

り，天然林から人工林へ林種転換し，森林の生産

力の向上を図ろうとした当初の目標は，必ずしも

十分達成されているとはいえないものの，確実な

成長を示している状況です。

天然林化した箇所については，ナラ類，シデ類，

カエデ類，サクラ類などから成る落葉性の二次林

となっており，樹冠疎密度は高く，モミ，ツガと

いった針葉樹の幼樹も散見され，良好な状態を示

しています。

これら各小班の林齢は,大半が20～30年となっ

ており，林地の安定度は格段に向上し，新しい崩

壊箇所はほとんど見受けられません。

四国森林管理局における拡大造林地のタイプと

しては，このほか暖温帯の薪炭林を林種転換した

ものがありますが，こちらは旺盛な成長を示すシ

イ・カシ類と造林木との競争であり，結果として

は冷温帯型の拡大造林と似たような状況となって

います。

国有林の拡大造林については，手入れ不足では

ないかという批判もありますが，投資通を多くす

れば相当程度の成林は確保できるものの，材価の

将来予測が困難な中にあっては，投資効率を損な

うおそれがあります。したがって，自然力の強い

林地における人工林造成であることを考慮すれば，

現在の拡大造林地の状況は必ずしも悲観すべきも

のではなく，むしろ人工林と二次的天然林との混

生した状況を有利とするように一体的に取り扱う

べきでしょう。将来の木材需要の変化に柔軟に対

応でき，かつ森林被害に強く，公蒜性にも優れた

多様性と持続性を兼ね備えた森林として整備して

いくことが可能であり，今後の施業に意を用いる

ことが重要ではないでしょうか。

●森林インストラクター養成講習のご案内（任意の講習）

注：①講習Iはコース別受

講，全コース受講ともに可。

第2次試験の実技免除は全

コース受識者のみが対象。

②1,11とも定員超の場合

は抽選。◎受講料はテキス

ト代込。交通費，宿泊費等

は受講者負担。

区分申込期間講習科目｜定員講習の期間講習日数講習の場所｜受講料

森林
(Aコース）

5月20日園
～22日帽） 蕊語譲_ル120人 3日間 16,000円

鯏
崩
巳
日

１
－
如

月
月
３
４

森林内の野外活動

安全及び教育
(Bコース）

6月2日嗣
～4日旧）

東京都千代田区
日本教育会館

講習I 3日間120人 16,000円

林 業
(Cコース）

6月17日仕）

～18日旧）
東京都港区
石垣記念ホール

120人 2日間 13,000円

6月1日耐
～6月30日鬮
全科目
（4科目）

8月16日伽
～23日伽

東京都港区
石垣記念ホール

講習11 120人 8日間 45,000円

＊資料の請求方法･･角2型封筒(240×332mmで資料返信用｡〒,住所,氏名を明記)に160円分の返信用切手を貼付。その
中に資料代200円分の切手を入れ,別封筒でレク協まで。＊問合せ･申込先…〒112-0004束京都文京|X後楽1-7-12林
友ビル6階(槌全国森林レクリエーション協会森林インストラクター事務局宛aO3-5840-7471.FAXO3-5840-7472

●第111回日本林学会大会のご案内

開催期日：平成12年3月30日耐＝理蔀会・評議員会

31日樹＝総会･Iﾖ林賞受賞者誰演・研究発表・

懇親会

4月1日出＝研究発表・関連学会・研究会

2日(日)＝関連学会・研究会

開催場所：日本大学生物資源科学部湘南キャンパス

〒252-8510神奈川県藤沢市亀井野1866

a0466-84-3673,FAXO466-84-3671

小II]急江ノ烏線六会（むつあい)l]大前下車。

会員（当n)7千円，学生会員（当日)4千円。

〒102-0085東京都千代川区六番Ⅲ17

日本林業技術協会別館内

a&FAXO3-3261-2766

http?"wwwsoc.nacsis.ac.jp/jfs/index.html

交通

参加費等

事務局

学会HP

⑩－林業技術No.6962000.3
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解 説説

弱跡形鞭

森林｡林業関係予算(案)の概要
閏

…

1
神長健夫林野庁計画課企画係長｜瀞
かみながたけお

一般会計予算案の概要平成12年度

森林・林業関係予算案の概要
昨年12月24日に，平成12年度政府予算案が

閣議決定された。本予算案は，一般会計総額林野庁の一般会計については，表①に示すとお

84兆9,871億円（対前年度比103.8％）となってり，公共事業(災害復旧を含む)3,996億82百万円

いる。（対前年度比100.7％),非公共事業1,042億29百

公共事業予算については，景気の本格的回復を万円(対前年度比99.0％)，総額5,039億11百万

図る観点から，積極的な対応を行った11年度当円（対前年度比100.4%)となっている。

初予算と同額を確保している。また，新たな経済平成12年度の予算の概略を表②に示すととも

発展基盤の構築を目指し，直面する政策課題にに，主要事項について以下に述べることとする。

予算を重点的に配分することとし，「物流効率化，
1.多様な機能の発揮のための森林整備の推進

環境・情報通信，街づくり等経済新生特別枠

(2,500億円)」と「生活関連等公共事業重点化枠森林の多様な機能の発揮，森林資源の循環利用

(3,000億円)」が設定されている。さらに，事業の推進等による循環型社会の構築に向け,｢緊急間

評価を引き続き厳格に適用し効率性・透明性の伐5カ年対策」による緊急かつ計画的な間伐の実

確保に努めるとともに，地方分権に

積極的に対応していくこととして▼表①平成'2年度林野庁関係予算概算決定額の概要（総括表）

いる。 （単位：百万I百万円）

非公共予算については，平成11

年度当初予算と同額を確保するとと

もに，21世紀に向けてわが国経済を

新生させるために，ミレニアム・プ

ロジェク1、（情報化，高齢化，環境

対応）を含む「情報通信，科学技術，

環境等経済新生特別枠(2,500億

円)」が設定されている。

なお，林野関係一般公共予算につ

いては，3,909億円（対前年度比

,00.6％)で，このうち経済新生特別

枠として47億円，生活関連等重点

化枠として153億円を確保したとこ

ろである。

区分

公共事業計

一般公共事業計

治山事業

森林保全整備事業
億帳鑿,総謹業特鋪ﾎ辨上事鍔）

森林環境整備事業
頓境保全森林整艤鐸,1繕弛域繍合整備事對

災害復旧等事業

非公共事業計

林野庁一般会計総計

11年度
予算額

百万円

396‘781

388,502

186,304

173.984

28,214

8.279

105,246

502,027

12年度
概算決定額

百万円

399.682

390.873

187.404

175.238

28.231

8,809

104,229

503.911

対前年度比

％

100.7

100.6

100.6

100.7

100.1

106.4

990

1004

注1：公共事業には，「生活関連等公共重点枠｣Dr物流効率化，環境･情報通信，街づ

くり等経済新生特別枠」を含む。

2：非公共事業には，「情報通信，科学技術，環境等経済新生特別枠」を含む。

3：別にNTT(Aタイプ)分として平成11年度120百万円，平成12年度120百万
円がある。

林業技術No.6962000.3-⑳



(単位：百万円）▼表②平成12年度林野庁予算の重点事項

12年度
概算決定額

11年度
予算額

事 頂

施（5カ年で150万ha)等を実

施する。

1緊急間伐総合対策の実施

（|)緊急間伐5カ年対策に沿

った計画的な間伐の実施

間伐の手遅れを解消し，森林

の公益的機能の回復・増進を図

るための間伐等を緊急に実施す

る。このため，緊急に間伐が必
ふそん

要な森林がまとまって賦存する

緊急間伐団地において，市町村

と森林所有者が間伐の共同実施

等に関する協定等を締結し，間

伐材の的確な搬出を図り，利用

の促進に資することを条件に，

8，9齢級を含めた間伐（特定

間伐）を実施する緊急間伐のた

めの特別措置，緊急間伐等森林

整備を一体的に推進するため，

市町村主導により，森林所有者

に施業の共同実施を働きかけ，

間伐に関する協定の締結等を促

進する「緊急間伐等森林整備推

進事業（274百万円)」を創設す

るとともに，緊急間伐団地にお

ける路線の優先採択による間伐

に直結した路網の緊急整備，森

林の防災機能を強化するための

治山事業による保安林の本数調

整伐の推進を図る°

(2)間伐材等の利用の推進

（間伐材等利用促進対策）

関係省庁との連携を強化し，

公共事業等への間伐材等の利用

を促進するとともに，間伐材等

の需要供給に関する情報システ

ムの整備等を推進する「木の香

る環境整備促進事業（50百万

円)｣，間伐材等の効率的な加工

流通体制の構築，有効利用の推

I.多様な機能の発揮のための森林整備の推進

1緊急間伐総合対策の実施

(1)緊急間伐5カ年対策に沿った計画的な間伐の実施
緊急閏伐のだめの特別措置の創設

緊急間伐等森林整艤推進事業

間伐に直結した路網の緊急整備
防災機能を高める間伐の推進

②間伐材等の利用の推進（間伐材等利用促進対策）
木の香る環境整備促進事業

木質系資源有効利用促進対策事業
林業構改善事業

間伐材等有効利用技術開発事業
⑧緊急間伐推進の条件整備

2流域森林林業対策の充実
流域森林・林業活性化促進対策事業

流域森林・林業対策

流域森林総合整備事業

3森林の新たな利用に向けた施策の充実
郷土の森林保全活動推進事業

教育のもり整備事業等

森林空間総合整備事業

林業地域総合整備事業

4省庁連携による効果的な森林整備の推進
災害弱者関連施設緊急防災対策

総合的な流木災害防止緊急対策

健全な水循環系の確保対策プロジェクト

自然豊かな海と森の整備対策事業
豊かな森と海づくりによる沿岸漁場整備対策

5森林保護墓鱸強化総合対策の推進
森林健全度強化対策促進事業

6国民的な理解と支援による緑化の推進
国土緑化推進対策

地球温圏上防止のための森林緑づくりの促進対策

11.安定した森林の管理・経営システムの構築

1地域における森林の管理・経営体制の整備

地域林業経営確立林業構造改善事業の創設
地域森林経営体制整備促進対策

地域森林経営システム確立事業
高密度林内路網整備事業

2森林組合の広域合併促進

森林組合広域合併等促進対策事業

3新規林業就業者等の確保育成対策の強化
新規林業就業者確保総合対策

4林業普及指導事業の充実・強化
林業普及指導事業交付金

林業技術等向上支援対策事業

普及活動高度化特別対策事業

森林経営回帰等促進対策事業
5機械化の推進

先端技術導入林業機柵開発事業
6特用林産の振興
特用林産産地整備事業の見直し

特用林産産地振興推進等事業
特用林産物需要拡大等推進事業

7中山間地域等活性化対策の総合的な推進
中山間地域山村総合整備対策事業

林業地域総合整備事業
特定中山間保全整備基本計画・地区計画調査

IⅡ木材産業の構造改革と木材利用の推進
1木材産業の構造改革
林業構造改善事業

木材産業体質強化促進対策事業

木材供給高園上設備リース促進事業
地域木材流通戦略推進事業
木材利用革新的技術開発促進事業

木質系資源有効利用促進対策事業
2木材利用の推進
地域住宅資材利用促進事業

34,771

28,969

47,563
40,027

0 274

50

19

2,000

99

5,094

23

0

0

95
5.518

161 154

23,77923.540

21

274

2,502

4,167

20

397

2,549

4,173

０
４
２
７
７

167

64

68

18.759 18‘338

０
帥５１

48

1,522

95 105

28880

4,258

0

232

0

4173

119

223

60

252 224

56

33

52

25

42,291
21,015

15

41,956

21,054
15

０
０
０
０
０
０

380

170

27

73
19

473
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12年度
概算決定額

11年度
予算額

事 頂

循環型地域材利用促進事業

木材利用普及啓発強化地方推進事業

3木材利用推進のための技術開発

木材加工・利用技術開発促進事業
環境にやさしい木材保存処理技術の開発
スギ材の革新的高速乾燥システムの開発

「21世紀を目指した農山漁村におけるエコシステ/､創出に
関する技術開発」のうち林野庁関連
Ⅳ、国育林野事業の坂本的改革の推進

利子補給

公益林管理贄

「緑の回廊（コリトミー)」の整備等を行うための経費

V.国際林業協力の推進

1地球環境の保全と持続可能な森林経営の推進に関する調壹等
民間植林協力推進支援事業

開発途上国人工林環境影響調査事業

政府間林業協力推進調査事業
2国際機関に対する拠出金

林産物貿易の持続可能な森林経営への影響調査及び評価事業

(FAOフィールドプロジェクト拠出金）

０
０

93

200

動を通じた森林環境教育，市民

参加や後継者育成に資する林業

体験学習等を推進する森林・施

設の整備等を実施する「教育の

もり整備事業等(397百万円)」

の拡充，新たな森林利用に向け

た森林の整備を推進するため，

森林環境教育,健康づくり等の

促進の観点から，総合メニュー

方式に再編し,教育関連施設,健

康増進施設等と連携を|叉|った森

林盤備を推進する「森林空間総

合整備事業（2,549百万円)」の

４
０
０
０

５ 朋
距
腿
鞘１

19.070

24,809
0

19,779

24.915

133

０
０
０

138

34
22

0 36

注1：重複計上があるだめ，合計は表①とは一致しない。
2：端数処理（四捨五入）のため，計と内訳が一致しない場合がある。

進のため，丸棒などの小径木加工施設，木質系エ

ネルギー利用施設等を整備する「林業描造改善事

業(2,000.Fi万円)」等の拡充を|司る。

(3)緊急間伐推進の条件整備

緊急間伐を円滑に推進するための条件整備を図

るため，林道・作業道のきめ細かな整備や林業機

械作業システム等の轄備，ボランティア団体等に

よる間伐の支援等を実施する。

2流域森林。林業対策の充実

下流域住民の意向を反映した上下流のためのモ

デル森林の設定等を通じて，行政区域を超えた上

下流連携のための合意形成等を一層促進する「流

域森林･林業活性化促進対策事業（154百万円)」

の組替・拡充，地域材の生産基地となることが期

待される流域を対象に森林ﾘ農備の推進と地域材の

生産から流通・加工に至る一体的な体制を整備す

る「流域森林・林業対策」の創設，伐採後一定期

間造林が行われておらず，公茄的機能の尚度発揮

が求められている林地を対象に，市111I村の|淵与の

下に緊急かつ碓突な造林を実施する「流域森林総

合整備嚇業（23,779間万円)」の拡充を実施する。

3森林の新たな利用に向けた施策の充実

地域住民等の参加による塊山林等の保全活動の

発展･定着に黄するため，広葉樹林の管理･利用技

術の普及,保全活動の記録,里山環境の情報提供等

を実施する「郷土の森林保全活動推進事業(20百

万円)｣の拡充，子どもたちの継続的な森林体験活

拡充，山村地域の活性化等に資するため，事業タ

イプを地域ニーズに弾力的に対応できるよう統

合･再編し,林道等の林業生産基雛と一体的に生活

環境基盤整備を実施する「林業地域総合盤備事業

(4.173百万円)」の拡充を実施する。

4省庁連携による効果的な森林整備の推進

災害弱者関連施設緊急防災対策,総合的な流木災

害防止緊急対策,健全な水循環系の確保対策プロジ

ェク1,,自然豊かな海と森の整備対紫事業,豊かな

森と海づくりによる沿岸漁場整備対策を創設する。

5森林保護基盤強化総合対策の推進

（森林病害虫等防除対策の再編）

これまでの森林病害虫等防除対策の実施に加え，

森林の利用形態等を考慮しつつ，生物害の発生し

にくい森林環境を整備していくため，自然環境，

生活環境に配慮した予防措潰等による森林の健全

度強化対策を推進する「森林健全度強化対策促進

事業（167百万円)」を創設する。

6国民的な理解と支援による緑化の推進

国土緑化の推進対策を，陸|土緑化の普及啓発，

緑化技術の開発に整理し，折損木・倒木の危険度

判定及び治療及び補強を実施する「幽土緑化惟進

対策(64百万円)｣，森林ボランティア活動の更な

る展開を1列るため，技術レベルの向上や情報交換

等の活動に対する支援を充実する「地球温暖化防

止のための森林・緑づくりの促進対策（68百万

円)」を推進する。
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11.安定した森林の管理･経営システムの構築

将来にわたり安定した森林の管理・経営システ

ムを榊築するため，地域において施業の集約化等

を通じた森林の管理・経営体制を整備するととも

に，林業就業者の確保・育成対策の強化等による

林業振興を推進する。

1地域における森林の管理･経営体制の整備

IIjlllj.'村が主体となって，地域全体の林業経営の

集約化を凶るとともに，間伐材をはじめとする再

生産可能な森林資源の循環的利用を強力に挑進す

る新たな対策を実施する「地域林業経営碓_雌林業

描造改善事業(5,730百万円)」を創設するととも

に，林業榊造改善事業木材流通合理化整備特別

対策串業及び特用林産産地整備事業の3事業を一

本化し，醐業を弾力的に実施する。

2森林組合の広域合併促進

関係市111｣村等の積極的な関与の~|くに，森林組合

の広域合併推進への取組と合併後の連携の強化を

図るとともに，広域組合の経営活動の活性化に向

けた支援を実施する「森林組合広域合併等促進対

漿酬業（105百万円)」を拡充する。

3新規林業就業者等の確保･育成対策の強化

林業労働力確保対策と林業普及指導聯業との連

挑．|筋力により，林業就業者の確保から育成,定着

までを一貫した施策として総合的に実施する｢新規

林業就業者確保総合対策(288百万円)｣を創設する。

4林業普及指導事業の充実・強化

普及指導職員を通じた森林所有者等に対する林

業に関する技術及び知識の普及並びに森林施業に

関する指導を行い，林業技術の改善，林業経営の

合理化等の推進のため施策の充実，普及指導体制

の強化を図る。このため，林業普及指導事業交付

金(4,173百万I'1)のほか，先導的な林家等の育成

確保のため，模範的な林業経営を行う林家を指導

林家として認定し，意欲的な林業者等の活動等を

支援するI~林業技術等向上支援対策事業(119白万

円)｣を創設するとともに，教職員や青少年等に対

する重点的な森林・林業教育を行い林業後継者の

育成確保を図る｢普及活動高度化特別対策事業(60
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百万円)」等を推進する。

5機械化の推進

作業条件にきめ細かく対応した新たな高性能林

業機械作業システムを榊築・普及するため，急傾

斜地における非皆伐作業のための機械を開発する

｢先端技術導入林業機械|ﾙ1発事業(224百万円)」を

推進する。

6特用林産の振興

特用林産産地整備事業を林業構造改善事業に一

体化して，低コスト・安定供給産地の整備，複合

経営の推進のための生産体制の整備等を効率的に

推進するため，特用林産産地整備事業の見直しを

実施するほか，きのこ生産基材を安定的に供給す

るための資源現況の把握及び森林資源を木質系燃

料として有効利用するための体制の整附を追加す

る「特jM林産産地振興推進等事業(52百万円)」等

を推進する。

7中山間地域等活性化対策の総合的な推進

中山間地域における定住条件の改善を図るため，

11l村の生活環境整備のための事業等を一体的に実

施する｢LI｣l1｣間地域山村総合整備対策事業(41,956

百万I11)｣を拡充するとともに，山村地域の活性化

等に資するため，地域の実態に応じたきめ細かな

事業が実施できるように再編し,1．J・Uター

ン者用住宅用地の幣怖を追加する「林業地域総合

整備事業（21,054百万円)」等を推進する。

Ⅲ．木材産業の構造改革と木材利用の推進

木材産業を取り巻く厳しい状況に対処し，競争

力の強化と需要椛造の変化等に対応した力強い産

業構造への転換を進めていくとともに，木の良さ

の普及啓発と,住宅等における地域材利用を強力に

推進する。

1木材産業の構造改革

木材流通合理化整備特別対策事業を林業構造改

善事業に一体化して，加工・流通の拠点施設整備

を効率的に推進する「林業構造改善事業」を実施

するとともに，製材工場等の過剰設備の廃棄，環

境保全や加工・流通の合理化に対応した施設整備

等に必要な資金の借入れに対し利子助成する「木



材産業体質強化促進対策事業(380百万円)｣,木材

供給の高度化及び環境対策を推進するための設備

をリースにより導入する場合にそのリース料の一

部を助成する「木材供給高度化設備リース促進事

業（170百万円)｣，木材市場統合や取引の一元化，

共同出荷等による流通の合理化を推進する「地域

木材流通戦略推進事業(27百万円)｣，革新的な技

術開発を促進し，新たな経営感覚を持つ企業を育

成するため，公募型技術開発を実施する「木材利

用革新的技術開発促進事業(73百万円)｣，木くず

等木質系資源の帯産などの地場産業への有効利用

を推進する｢木質系資源有効利用促進対策事業(19

百万円)」を創設した。

2木材利用の推進

高性能で気候・風土に適した地域材利用の家づ

くりの提案,CAD･CAMシステムの開発,森林・

木材とのふれあい活動等の促進により，木材関連

業者，大工・工務店，設計者等の地域材の生産，

加工から住宅生産までの関係者が一体となった供

給体制を整備する「地域住宅資材利用促進事業

(473百万円)｣，健康的で，再利用可能な地域材を

住宅，公共施設等にふんだんに使うなど木材を軸

とした街・むらづくりを推進するため，地域材の

循環型利用の推進体制の整備，地域材を利用した

田園住宅の整備，木質資材リサイクルを促進する

｢循環型地域材利用促進事業(93百万円)｣,木材の

利用推進が森林整備の推進や地球温暖化防止に役

立つことの普及啓発を行うため，地方公共団体が

実施するシンポジウムや親と子の木工教室の|荊催

等を支援する「木材利用普及啓発強化地方推進事

業（200百万円)」を創設する。

3木材利用推進のための技術開発

民間企業等が自ら技術開発を実施できる能力を

養成するため，技術相談，技術講習会の開催，技

術指導等を実施する体制整備等を推進する「木材

加工･利用技術開発促進事業（86百万円)」を拡充

するとともに,｢環境にやさしい木材保存処理技術

の開発(82百万円，技術会議計上)｣，「スギ材の革

新的高速乾燥システムの開発(82百万円，技術会

議計上)｣，環境負荷を低減させるための木材の加

工・利用プロセスの構築等の研究開発を行う「21

世紀をH指した農山漁村におけるエコシステム創

出に関する技術開発（技術会議計上，うち林野庁

|災l"149百万円)」を創設する。

Ⅳ．国有林野事業の抜本的改革の推進

幽有林野事業の抜本的改革を着実に実施するた

め，朧|有林野事業特別会計が負損する偵務の利子

ill",公益林の適切な管理等のための一般会計か

らの繰入れを手当する（利子補給19,779.百万円，

公益林管理費24,915百万円)。また，広範かつ効

果的に森林生態系の保護を図るため，森林生態系

保護地域をLI』心として，貴重な動植物の生息・生

育地等のネットワークの形成を図る「緑の回廊

(コリドー）」の整備等を行うための経灘につい

て，新たに一般会計から繰入れる（133百万'11)。

V.国際林業協力の推進

地球環境を保全するうえで重要な熱帯林をはじ

めとする海外の森林の保全・造成と持続可能な森

林経営の推進を図る･

1地球環境の保全と持続可能な森林経営の推

進に関する調査等

NGO等の民間による植林協力を推進し，地球

温暖化防止を図るため，途上国との意見交換や

NGO等への支援,普及啓発,海外植林情報の提供

等を実施する｢民間植林協力推進支援事業(138百

万円)｣，既存の人工林の一部で見られる諸現象等

環境彩響の実態を分析・把握し，その改善に向け

た対応策を取りまとめ，普及啓発を実施する「開

発途上|』人工林環境影響調査事業(34百万円)｣等

を創設する。

2国際機関に対する拠出金

WTO等において，木材の貿易が持続可能な森

林経営に及ぼす影響について配慮した議論が進め

られるよう，具体的かつ客観的な調査・分析を実

施する「林産物貿易の持続可能な森林経営への影

響調査及び評価事業(FAOフィールドプロジェク

ト拠出金）（36百万円)」を創設する。
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プ
ラ
ン
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開

始
す
る
に
当
た
り
、

実
施
協
議
調
査
団
が

州
手
間
政
府
と
結
ぶ

討
議
識
事
録
（
Ｒ
／

Ｄ
）
に
添
付
さ
れ
る
計
山
で
あ
り
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
や
活
動
、
日
本
の

支
援
策
や
相
手
国
の
措
置
、
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
、
そ
の
項
目

を
羅
列
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
計
画
は
構
成
の
そ
っ
け
な

さ
と
は
裏
腹
に
、
熟
読
す
る
と
協
力
を

要
請
す
る
に
至
っ
た
相
手
国
の
事
愉
や
、

日
本
側
が
実
施
し
た
事
前
調
査
や
長
期

訓
査
で
得
ら
れ
た
知
見
等
が
、
行
間
か

ら
透
か
し
文
字
で
読
め
た
よ
う
な
気
に▲プロジェクトの開始に当たり，バルデス技師（右）と行った記者発表

さ
せ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
任
し
活

動
を
開
始
し
た
時
期
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
必
挑
の
沓
と
し
て
、
い
つ
も
バ
ッ

グ
に
入
れ
て
持
ち
歩
き
、
当
方
の
懲
兄

や
パ
ラ
グ
ア
イ
側
の
対
応
の
妥
当
性
を

判
断
す
る
基
準
と
し
て
、
大
い
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

〔
実
施
機
関
と
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
】

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
機
関
と
な
っ
た

林
野
肺
（
Ｓ
Ｆ
Ｎ
）
は
、
森
林
法
の
制

定
に
伴
い
一
九
七
三
年
に
股
牧
省
（
Ｍ

■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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Ｇ
）
に
設
置
さ
れ
た
機
関
で
、
ア
ス

ン
シ
オ
ン
市
に
隣
接
し
た
サ
ン
ロ
レ
ン

ソ
巾
に
本
局
を
置
き
、
地
方
機
関
と
し

て
三
カ
所
の
林
業
セ
ン
タ
ー
、
十
一
カ

所
の
営
林
署
、
八
カ
所
の
造
林
普
及
苗

畑
を
有
し
て
い
る
が
、
職
員
数
は
管
理

典
貝
や
作
業
員
を
含
め
て
も
三
百
人
程

腱
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

施
に
当
た
り
林
野
局
は
、
サ
ン
ロ
レ
ン

ソ
市
に
林
業
技
術
普
及
セ
ン
タ
ー
を
新

設
し
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
な
る
職

員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の
三

林
業
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
パ
ラ
グ
ア
イ
東

部
地
域
に
所
在
す
る
造
林
普
及
苗
畑
の

叩
か
ら
三
造
林
普
及
前
畑
を
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
施
に
伴
い
整
備
さ
れ
る
造

林
普
及
体
制
の
中
の
地
方
諜
及
機
関
と

し
て
再
編
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
は
、
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
示
さ
れ
た
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
っ
て
、
林
野
局
に
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
な
る
林
業
技
術
普

及
セ
ン
タ
ー
職
員
の
配
置
を
促
す
こ
と

か
ら
始
め
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の

配
置
に
つ
い
て
は
、
職
員
数
に
対
し
て

同
局
の
所
管
事
務
や
地
方
機
関
の
数
が

多
い
こ
と
、
政
府
予
算
が
ひ
っ
迫
し
て

い
る
こ
と
等
か
ら
、
専
門
家
の
希
望
し

て
い
る
よ
う
な
人
物
が
首
尾
よ
く
配
臘

と
な
る
か
心
配
し
な
が
ら
の
折
衝
で
あ

林業技術No.6962000.3-⑰
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つけられたツキノワグマの爪跡）

パ
ニ
ッ
ク
は
回
避
し
や
す
く
な
る
。
数
年
ご
と
に
や

っ
て
く
る
〃
ク
マ
の
Ｙ
２
Ｋ
問
題
″
で
あ
る
。

広
葉
樹
林
の
而
積
の
大
小
が
、
ク
マ
の
生
命
を
支

え
て
い
る
。
小
さ
く
毛
む
く
じ
ゃ
ら
な
ブ
ナ
の
実
は
、

野
生
動
物
用
の
生
存
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
形
を
変
え
、
森

の
生
命
を
は
ぐ
く
む
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
主
役
と
な
る
。

「
絆
』
を
通
じ
て
、
ブ
ナ
は
森
の
野
生
動
物
へ
命
の

源
を
与
え
続
け
る
マ
ザ
ー
ッ
リ
ー
で
あ
り
、
ネ
ッ
ト

社
会
に
お
け
る
サ
ー
バ
ー
に
も
似
た
役
割
を
担
っ
て

い
る
。

●
ク
マ
が
出
た
？
さ
あ
ど
う
す
る

こ
の
狭
い
尾
根
筋
は
、
ク
マ
の
通
り
道
で
あ
る
。

人
も
歩
け
ば
ク
マ
も
歩
く
。

ブ
ナ
林
を
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合
住
宅
に
た
と

え
る
と
、
尾
根
筋
は
そ
の
共
用
部
分
に
当
た
る
。
集

合
住
宅
で
は
通
常
、
共
用
部
分
の
保
守
は
、
あ
る
ル

ー
ル
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
。
で
は
、
森
の
共
用
部
で

は
ん
さ

あ
り
、
ク
マ
を
は
じ
め
野
生
動
物
が
煩
瓊
に
通
過
す

る
回
廊
（
８
昌
号
己
と
し
て
の
尾
根
筋
（
こ
の
場
合
）

に
は
、
ど
の
よ
う
な
規
範
や
ル
ー
ル
が
必
要
に
な
る

の
だ
ろ
う
。

身
近
に
ク
マ
が
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
恐
怖
感
か

ら
う
れ
し
さ
や
楽
し
さ
に
変
わ
り
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

そ
の
も
の
が
、
国
際
遺
産
登
録
地
と
し
て
の
白
神
山

地
を
後
世
へ
伝
え
残
す
胃
凰
冨
隠
（
遺
産
）
た
ら
し

め
る
〃
重
要
生
き
証
人
″
で
あ
る
と
の
認
識
を
共
有

で
き
る
日
は
い
つ
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

宮
沢
賢
治
は
、
寓
意
と
示
唆
に
富
む
短
編
、
「
な
め

と
こ
山
の
熊
」
で

こ
う
言
っ
て
い
る
。

「
：
（
略
）
・
・
狐

は
猟
師
に
負
け
、

猟
師
は
旦
那
に
負

け
る
と
き
ま
っ
て

い
る
。
こ
こ
で
は

熊
は
小
十
郎
に
や

ら
れ
、
小
十
郎
が

旦
那
に
や
ら
れ
る
。

旦
那
は
町
の
み
ん

な
の
中
に
い
る
か

ら
な
か
な
か
熊
に

食
わ
れ
な
い
。
け

れ
ど
も
こ
ん
な
い

や
な
ず
る
い
や
つ

ら
は
、
世
界
が
だ

ん
だ
ん
進
歩
す
る
と
ひ
と
り
で
消
え
て
な
く
な
っ
て

行
く
」
昨
年
、
青
森
県
内
で
は
初
夏
か
ら
山
菜
採
り
と
ク

マ
が
遭
遇
す
る
事
例
が
相
次
ぎ
、
そ
の
つ
ど
ク
マ
は

駆
除
さ
れ
て
い
っ
た
。
た
ぶ
ん
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の

持
つ
不
可
視
の
価
値
よ
り
も
、
危
険
排
除
、
恐
怖
、

嫌
悪
、
商
品
の
対
象
と
す
る
力
学
が
働
い
た
た
め
だ

ろ
う
。ク
マ
が
確
か
に
こ
こ
に
い
た
、
と
い
う
ク
マ
の
息

づ
か
い
が
あ
ふ
れ
る
中
、
生
徒
た
ち
に
こ
の
事
例
に

つ
い
て
感
想
を
聞
く
。
な
か
な
か
発
言
が
出
て
こ
な

い
の
で
、
「
自
分
の
近
く
に
ク
マ
が
出
没
し
た
ら
？
」

と
言
い
直
す
。
よ
う
や
く
女
子
か
ら
、
「
怖
い
・
家
に

突
入
し
て
く
る
」
「
ど
う
し
て
？
」
「
だ
っ
て
ク
マ
だ

か
ら
」
。
「
絶
滅
す
れ
ば
安
心
で
き
る
？
」
と
私
が
言

う
と
、
「
ク
マ
は
危
害
を
加
え
な
い
か
ぎ
り
い
て
も
よ

い
」
と
別
の
女
子
生
徒
。
「
山
は
も
と
も
と
ク
マ
の
す

み
か
だ
。
人
の
ほ
う
が
悪
い
」
と
男
子
生
徒
。

そ
こ
で
、
以
前
、
私
的
に
調
査
旅
行
し
た
ア
ラ
ス

カ
州
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
ベ
イ
地
域
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
お

け
る
事
例
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
は
、
キ
ャ
ン
パ
ー
が

グ
リ
ズ
リ
ー
ベ
ア
に
襲
わ
れ
た
話
で
あ
る
が
、
日
本

と
違
い
、
当
局
の
管
理
を
責
め
る
意
見
な
ど
皆
無
で
、

「
ク
マ
を
お
び
き
寄
せ
る
か
ら
テ
ン
ト
内
で
食
事
を

す
る
な
」
と
い
う
規
則
を
守
ら
な
か
っ
た
本
人
の
落

ち
度
、
つ
ま
り
、
自
己
責
任
と
し
て
処
理
さ
れ
た
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

利
用
者
と
公
園
当
局
は
、
ベ
イ
エ
リ
ア
は
ク
マ
が

先
住
者
で
あ
り
、
人
間
は
彼
ら
の
行
動
圏
内
へ
の
侵

入
者
で
あ
る
と
い
う
共
通
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
で

幸
価
》
ブ
（
》
。
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●
こ
れ
は
何
だ

中
学
生
た
ち
が
ざ
わ
つ
い
た
の

は
、
ブ
ナ
の
幹
に
連
続
し
て
刻
ま

れ
て
い
る
「
、
」
マ
ー
ク
を
発
見

し
た
と
き
だ
っ
た
。
尾
根
筋
の
ブ

ナ
を
注
意
し
て
見
る
と
、
あ
ち
こ

ち
の
幹
に
傷
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て

い
る
。
な
か
に
は
数
メ
ー
ト
ル
以

上
の
高
さ
の
木
ま
で
。

「
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
」
と
生
徒
た

ち
に
聞
く
。
私
が
行
う
自
然
観
察

で
は
、
個
別
テ
ー
マ
の
導
入
部
は
、

決
ま
っ
て
質
問
か
ら
始
ま
る
。
そ

れ
は
、
例
え
ば
中
学
生
た
ち
が
課

題
に
直
面
し
た
と
き
、
自
身
の
経

験
や
ひ
ら
め
き
を
援
用
し
、
解
決

に
必
要
な
論
理
的
思
考
を
形
成
す

る
道
筋
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で
あ
る
。

質
問
に
対
し
、
「
爪
跡
／
・
」
の

声
。
跡
は
、
登
っ
た
よ
う
に
も
、

抱
き
つ
い
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

「
だ
れ
が
つ
け
た
の
か
？
」
サ

ル
・
カ
モ
シ
カ
・
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

（
以
下
、
ク
マ
）
な
ど
の
名
前
が
出

て
く
る
。
ア
ニ
マ
ル
ト
ラ
ッ
ク
（
足

跡
）
の
実
物
を
見
て
の
答
え
と
い

う
よ
り
、
知
っ
て
い
る
動
物
名
を

挙
げ
た
と
い
う
感
じ
だ
。

幹
に
傷
跡
を
残
す
に
は
、
そ
れ

な
り
の
機
能
性
を
持
っ
た
「
道
具
」

を
、
そ
の
ケ
モ
ノ
が
先
天
的
に
保
持
し
て
い
る
こ
と

が
必
要
。
ま
ず
、
こ
の
こ
と
を
話
し
つ
つ
、
形
状
と

大
き
さ
を
一
つ
ず
つ
検
証
し
て
ゆ
く
。

傷
跡
の
広
が
り
は
人
の
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
。
足
跡

図
鑑
を
見
せ
な
が
ら
、
サ
ル
の
爪
は
傷
を
つ
け
る
よ

か
ぎ
づ
め
ひ
ら
づ
め

う
な
鉤
爪
で
な
く
ヒ
ト
と
同
じ
扁
爪
で
あ
る
こ
と
を

話
す
。
次
に
カ
モ
シ
カ
。
と
こ
ろ
が
、
カ
モ
シ
カ
の

ひ
づ
め

つ
ま
先
は
、
二
つ
に
割
れ
た
蹄
で
あ
る
。
カ
モ
シ
カ

の
蹄
の
構
造
は
歩
行
に
適
し
て
い
て
も
、
傷
つ
け
る

こ
と
は
ム
リ
。
さ
て
、
消
去
法
で
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

が
残
っ
た
。
中
学
生
の
間
で
ど
よ
め
き
が
起
こ
る
。

●
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
こ
こ
で
何
を
し
て
い
た
の
か
？
．

も
う
一
度
、
図
鑑
の
ペ
ー
ジ
を
ゆ
っ
く
り
と
全
員

に
見
せ
る
。
ク
マ
の
足
の
形
は
人
の
足
裏
に
似
て
接

地
面
積
が
大
き
い
。
柔
ら
か
い
土
の
上
に
は
、
指
先

に
目
立
つ
鉤
爪
を
持
っ
た
明
瞭
な
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

が
残
る
（
歩
行
形
式
は
「
砿
行
」
と
い
う
。
な
お
、

カ
モ
シ
カ
は
「
蹄
行
」
）
。
長
さ
は
後
肢
で
十
数
セ
ン

チ
。
前
肢
は
そ
の
約
半
分
。
早
速
、
広
げ
た
自
分
の

手
を
爪
跡
に
重
ね
合
わ
す
〃
実
証
体
験
派
生
徒
″
も

出
て
き
た
。
自
分
の
手
と
見
比
べ
な
が
ら
、
「
ほ
ん
と

だ
」
と
い
っ
た
顔
を
し
て
い
る
。
ク
マ
の
ス
パ
イ
ク

が
作
っ
た
貴
重
な
痕
跡
を
素
材
に
、
ク
マ
の
こ
と
を

少
し
考
え
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

ま
ず
、
司
爪
跡
か
ら
ク
マ
の
大
き
さ
の
推
定
」
。
次

に
「
傷
が
つ
け
ら
れ
た
理
由
」
。
前
者
は
難
問
の
よ
う

だ
っ
た
。
実
物
を
見
た
こ
と
が
な
い
か
ら
無
理
も
な

い
。
最
近
で
は
、
体
重
一
○
○
キ
ロ
を
大
き
く
割
る

小
型
化
し
た
個
体
が
ほ
と
ん
ど
で
、
気
に
な
る
傾
向

だ
。
第
二
間
は
、
「
木
登
り
」
の
正
解
が
出
る
。
そ
こ

で
、
「
何
の
た
め
に
登
っ
た
の
だ
ろ
う
？
」
と
、
さ
ら

に
展
開
。
「
木
の
実
を
食
べ
る
た
め
」
「
眠
る
た
め
」

な
ど
の
答
え
が
返
っ
て
く
る
。
「
実
は
？
」
と
、
足
元

か
く
と

に
落
ち
て
い
た
前
年
の
ブ
ナ
の
実
（
殻
斗
）
を
拾
い

上
げ
、
「
食
べ
て
い
た
の
は
こ
れ
」
。
「
わ
あ
、
小
さ
い

実
／
・
」
「
だ
か
ら
冬
眠
す
る
前
に
た
く
さ
ん
食
べ
る
必

要
が
あ
る
」
「
も
し
、
ブ
ナ
の
実
が
な
か
っ
た
ら
？
」

「
死
ん
じ
ゃ
う
／
・
」
。
こ
う
答
え
た
の
は
オ
オ
バ
コ
群

落
を
発
見
し
た
子
だ
。
さ
ら
に
、
ク
マ
に
と
っ
て
は

登
る
た
め
に
ほ
ど
よ
い
太
さ
の
ブ
ナ
も
必
要
で
あ
る

こ
と
を
話
し
た
。

こ
ん
な
や
り
と
り
を
す
る
う
ち
に
、
中
学
生
た
ち

に
は
、
木
の
実
で
あ
る
堅
果
類
（
ク
リ
・
ブ
ナ
な
ど
）

し
復
う
か

や
漿
果
頬
（
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
・
サ
ル
ナ
シ
な
ど
）
と
、

ク
マ
と
の
関
係
を
通
じ
て
、
「
見
え
な
い
輪
Ⅱ
食
物
連

鎖
」
の
仕
組
み
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
見
え
て
き
た
よ

ざ
ず
ぷ

う
だ
。
「
絆
」
へ
の
理
解
だ
。

さ
て
、
こ
こ
で
目
前
に
あ
る
爪
跡
が
〃
直
接
証
拠
″

と
し
て
雄
弁
だ
と
す
れ
ば
、
状
況
証
拠
は
そ
れ
よ
り

も
寡
黙
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
証

拠
能
力
が
大
き
い
爪
跡
に
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
と
な
る
。
同
時
に
、
事
実
の
「
直
訳
」
が
い
い
の

か
「
意
訳
」
が
力
強
い
の
か
、
解
説
者
と
し
て
の
イ

ン
タ
ー
プ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
能
力
が
問
わ
れ
る
の
も
こ

ん
な
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
で
あ
る
。

「
ブ
ナ
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
か
」
「
わ
か
っ

た
ノ
．
」
と
い
う
顔
を
し
て
い
る
中
学
生
た
ち
に
、
実

は
、
ブ
ナ
に
は
た
く
さ
ん
実
を
つ
け
る
豊
作
年
と
、

そ
れ
と
は
逆
の
年
が
あ
る
こ
と
を
教
え
る
。
実
が
少

な
い
年
は
、
ク
マ
に
と
っ
て
厳
し
い
冬
越
し
と
な
る
。

だ
か
ら
実
を
つ
け
る
広
葉
樹
林
の
す
そ
野
が
広
い
ほ

ど
、
緊
急
時
の
食
樋
庫
の
数
が
多
い
こ
と
に
な
り
、

林業技術No.6962000.3-⑲
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この本は木の葉から木の名前を

知るための本である。自然観察や

山野の散策に携帯できるサイズな

ので，木の名を知って樹木と親し

くなりたい方には格好の本であり，

お勧めしたい。多様な葉形写真を

一覧するのもまた楽しい。

この本の主要部分は「検索編」

と「解説編」であるが，どちらも

写真を中心に構成されている｡｢検

索編」で樹木名を探し，「解説編」
で確認するようになっている。日

本の主要な樹木はカバーされてお

り，625種の検索ができる。

「この本の使い方｣では，検索を
進めていくうえで必要になる葉の

形態と用語がわかりやすい図で説

明されている。従来の図鑑ではわ

かりにくかった葉の毛の形が5倍

の拡大写真で一覧できる。

i#
馬場多久男著

葉でわかる樹木
発行所：信濃毎日新聞社

〒380-8546長野市南県町657

公026(236)3377

1999年12月10日発行A5判,396頁

定価（本体3,200円十税）

本の性格上，「検索編｣が中核に

なるが，検索を進めるためのさま

ざまな工夫がされている。全部で

5個の検索表があり，どれも図を

主にして簡単な説明が付いてわか

りやすい。最初に，「総検索表｣が

あり，高木や低木のグループと，

つる性木本とを分け，高木などの

グループは単葉と複葉に，単葉は
さらに広葉と針形や鱗片状とに分

ける。樹名を知りたい葉がこの4

区分のどこに入るかを，まず判定

する。次に，それぞれの区分に対

応する「検索表I～Ⅳ」のどれか

本
の
紹
介Ｉ

た山林塾，森林塾の話や，これま

で林業が歩んだ現実に現場から光

を当てた解説のほか，自らの経験

から生まれた列状間伐や保残木マ

ーク法による間伐理論など，現場

で役立つノウハウから教科書には

ない解説や技術論まで，多岐にわ

たった内容へと展開します。

特筆すべきものは巻末に詳しく

解説された保残木マーク法で，こ

れは長伐期を志向した現場での大

径材施業に大変よくなじむことか

ら，普及指導の第一線においては

すぐに使える“生きた技術”だと

思います。

ひと口に言えば，戦後から今日

に至るわが国の森林問題とその再

生に必要な現場での技術をダイジ

島崎洋路箸

山造り承ります

発行所：川辺書林

〒380-0935長野市中御所5-1-14

a026(225)1561FAXO26(225)1562

1999年12月8日発行四六判，220頁

定価（本体1,650円十税）

「山の赤ひげ先生｣で近ごろ話題

の島崎先生が，その思いを記した

待望の－冊がついに出版されまし

た。「山造り承ります｣は先生の大

学退官記念講義の演題ですが，以
来"山師”にあこがれながらも“山

守り育成”に奔走する先生の，日

本の森林再生を願う熱い思いが込

められた一冊です。

序章では，間伐の行き届かない

人工林や放置されて久しいかつて

の薪炭林など，日本の森林の現況

について問題が提起され，恵まれ

た気候風土や世界の人口，エネル

ギー問題を考えると，その惨状は

尋常なものではないことが指摘さ

れています。

これに対し第一章では，森林所

有者や森林組合，林務関係者へ奮

起が促されており，特に行政関係

者へは，技術を持った担い手の育

成が急務であると訴えています。

その対策の遅れが，必要な技術の

伝承までも途絶えさせてしまうこ

とに，先生は強い警鐘を鳴らして

います。そこに籍を置く者の一人

として，この辺は身の引き締まる

思いです。

第二章以降では，山造りの技術
でい

を伝授するために身を挺して始め

『n
吋

一

1－

繍搬｡'
111の称醗鯉肘が確駄僅問1

戸T

⑨－林業技術No.6962000.3
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林政拾遣抄
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料飛鳥の 理
0庫ゼユョい

に移り，次のステージの検索を行

う。そこでは，縦（列）の「葉の

形」と横（行）のr葉のつき方」

とがクロスする位置に，次に進む

ページが指示される。そのページ

に飛ぶと，葉の全体写真がある。

葉の表と裏，小さい葉は小枝に付

いた状態が示されている。ここで，

手元の葉と見比べて樹名がわかる。

さらに，指示された「解説編」
のページへ進む。r解説編｣には葉

の識別上重要な部分の拡大写真と，

形態の解説，花期や分布の簡単な

記述があり，これらによって樹名

を確認することになる。また，樹

形，花，果実の写真も添えられて

いる。

もっと詳しく知りたいときには，

｢参考文献｣が大きな図鑑への橋渡

しをしてくれる。同じ著者による

姉妹編の「冬芽でわかる落葉樹」

があり，他著者の｢落葉図鑑」（文

一総合出版）もある。これらと併

用するのも面白く，有益である。

中へおしゃもじ1杯くらいず

つ赤米を手早く混ぜ込む。そ

の後，よく押さえつけ平らに

ならしてブタをし，毛布布団

などで保温し，5時間くらい

置き，出来上がり具合を確か
めていく。食すI週間前に仕

込む。

◆「ゆりねまんじゅうの葛あん

かけ」ユリネを蒸して裏ご

し，卵を小麦粉を入れて混ぜ
合わせる。烏ひき肉は，出し

汁，酒，砂糖，醤油で味つけ
する。ユリネを裏ごししたも

のを手の平で伸ばし，鳥あん

を包みダンゴを作る。中火で

蒸す。葛あんをかけて盛り付
けする。

ユリは昔からこの地方に多い

が，もっと増やして花に彩られ
た美しい森をつくろうという計

画も進められている(本誌No.687

号の本欄参照)｡古い歴史に包ま

れた飛鳥の上流で，こうした自
然食の伝統に心を砕いたり，郷

土にふさわしい花を増やして環

境をよくするのも，ここの歴史

を愛する－つの道である。飛鳥

の持つ，はるかな歴史の魅力が
ここにもある。（筒井迪夫）

今,NHKの朝の連続ドラマ

の「あすか」で時々出てくる栢

森（かやのもり）集落（飛鳥川
の源流に位置する）に，このと

ころしばしば訪れている。そこ

で水谷道子さん（森の手づくり

塾主宰）手づくりの料理の数々

をいただいた。自然の味を生か

した，郷土色豊かなこの料理の
つくり方を教えてほしいとお願

いし，許しを得てその料理法を
紹介する（説明は原文のまま)。

◆｢赤米炊き込みご飯」赤米は

3日前から，餅米は前日から

水につけておく。赤米2，餅

米I,白米7の割合で手の平

のぐりぐりまで出し汁を入れ，

酒，醤油（同量）を加えて炊
き上げる。出し汁は竹の子，

鳥肉，ニンジン，シイタケ，

キヌサヤ，昆布を煮出して作
る。

◆「赤米甘酒」糀（こうじ）｜
枚に55度くらいの湯’2の

割合でよくかき混ぜ｜時間く

らい保温する。糀｜枚に4分

づきの赤米4～5合の割合で

硬めに炊いて半薫(はんぽう，

飯びつ)にあけて10分くらい
冷ましたら，すぐ’に前の糀の

(森林総合研究所多摩森林科学園
樹木研究室長／横山敏孝）

エストに記した一冊ですが，林政

の大変革を控えたこの時期だから

こそ，関係諸氏にはぜひとも一読

いただきたいと思います。また，

林業を専門としない方にもわかり

やすく書かれていますので，国内

外で活躍される森づくりボランテ

ィアの方などが，日本の森林の現

状についてより理解を深めるため

の副読本としてもお勧めしたい一

冊です。

左端が水谷さん抄

（萩原氏撮影）

▼ユリの花

ヨ1－

(山梨県吉田林務事務所林業振興課

林業改良指導員／齋藤寛）

林業技術No.6962000.3-⑳
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日本では集団渤職列車が走り，公

害をものともせずに重工業が発展

し，その豊かさの獲得を目指して

いた。アメリカのJ.F.ケネデイ大

統領が，国家があなたに何をして

くれるかではなくて，あなたが国

家に何をできるかを問いたまえ，

と演説したように，豊かなアメリ

桜井尚武の5附則らｾﾐﾅー ⑨

将来の世界，〈最終回〉
生態学の役割

r
ハノ麓、 多

とか

う＆ざこぶな

兎追いしかの山，小鮒釣りしか

の川．．…．，文部省唱歌「故郷」の

出だしである。ある年齢以上の人

には懐かしい響きがある,この｢か
の山」こそ里山である。兎がいた

り，山鳥がいたり，子ども心にも

面白かった野生鳥獣との共存，と

いうより，野生鳥獣をいじめて遊

んだのは高度成長経済政策が走り

出す前までであった。そのころの

里山は，燃材や肥料採取のために

過剰なまでの干渉で維持されてい

た二次的自然である。その人力の

干渉ははるかな昔から続いていて，

そこにそのような環境下での生物

の適応システムができた。

落葉かき，落枝拾い，柴刈り，
立木の伐採，こういった定期的な

利用／人為かく乱が，人間の側の

力では人々の意識の変化が始まっ

ていた。日本でも国や公に意識を

向けない人々の増加が憂えられて

久しい。

P.F.ドラッカー博士は，国／政

府ができることの限界が明らかに

なり，個々が私の立場から解決を

模索することが新たな発展を可能

にするという，これまでの概念と

異なる大きな不連続が生じる時代

が始まっている，現代は断絶の時

代だと説明している。国にすべて

を任せるのでなく，分権を進める

ことが正しいという昨今の潮流は，

私たちがまさにこの断絶の時代に

生きていることを示している。

豊かさと快適さのために効率を

追い求める結果，多様な生命と環

境の問に存在していたバランスを

都合で停止してしまった結果，里

山は新たな環境に適応して従来と

変わったものになってきた。まさ

に，環境と生物の関係を説明する

生態学の理屈のとおりにである。

昔,人と共生していた里山が,昨今

人手が入らないために荒れている，

と嘆く向きがあちこちに増えてい

るが，自然環境にとっては大きな

お世話，というか,関係のないこと

である。自然は,人間の嘆きや郷愁

とは関係なく，与えられた環境に

対応して生物群集を配置するだけ

である。しかし，今,窮屈だった時

代の里山が脚光を浴びている。

豊かさと快適さは現代の日本で

は，ある意味でありふれたものと

なっている。’960年#”アメリカ
は豊かさと快適さを躯歌していた。

羅症壁彙
露星 が国の木材需給量の推移わ 国 の 推百魎嵯

国産材・外材供給量と自給率の推移 平成’0年のわが国の木材需要

量は,丸太換算で対前年比18%減

の9,206万㎡となった。

木材（用材）供給量は，国産材

が対前年比'0％減の｜,933万㎡

であったのに対して，外材は対前

年比18%減の7,273万m'と大幅

に減少した。このため，用材全体

の供給量が減少した中で,平成'0

年の木材自給率は前年に比べて約

｜ポイント高まり21%となった。

平成I0年の外材の供給を地域

別にみると，米材の輸入量は，米

国国内の木材需要が好調であった

ことなどにより,3,l17万ITfとな

25％

1
0

20

2

ノmf

12．000

1鵠
11．193
－

３
－

ｍ
ｄ
ワ
】

ｏ
Ｌ
ｏ
ｌ

10,990
-

10,()(10

8,000

6,0()(）

4.0()()

2.000

0

2．24s2，292 2.1562‘448 9．206
－

一 一F'．‘･ム
－

国産制1－933

|掛掛儲…
2.41872．4982.086

その他の材

北洋材(509）

南洋材(1.132）

1.628 l､596

'4.23811,258 4.238 1.2例
3.966

3.117

米剃←

･､If,成6789

資料：林野庁「木材需給表｣，大蔵省r貿易統計」

10年『‐

注;I)外材は丸太輸入量のほか，製材品，木材チップ・パルプ，合板等の輸入量を
丸太材積に換算したものである。2)南洋材とは，マレーシア．インドネシア等からの
輸入材である。3)その他の材とは，オーストラリア．チリ，ニュージーランド等から
の輸入材である。4)合計と内訳の計が一致しないのは．四捨五入による”④－林業技術No.6962000.3



購諜鑿幽
#鯉穂幽露嘩

壊してしまうのが現代の科学技術

だったが，環境が復元できる余力

の限界が明らかになった今，環境

への無限の干渉は人間自身の生活

基盤も壊してしまうことが認識さ

れてきた。これまで勘定されなか

った自然のサービス，大気や水や

物質の循環と浄化能，生物生産力

の変動などが対価をもってあがな

われるようになると，無限の欲望

の発展に歯止めがかかることにな

る。

このバランスシートの計量は，

多様性を大事にし，自分以外の存

在／公に気を遣って生活する若干

窮屈な，しかし慣れてしまえば永

続的に生命の存続を保証できる価

値観へと人々の価値観を構築し直

すものである。生態学の未来はこ

のドラスティックな作業を担うこ

とだと思う。

(さくらいしょうぶ／
林野庁研究普及課主席研究企画官）

ご愛読ありがとうございました。

次号からは新ゼミが開講します“

った。なかでも製材品は，対前年

比36％減と大幅に減少した。

南洋材は，わが国の木材需要の

減少により，丸太，製材品，合板

のすべてにわたり輸入量は大幅に

減少した。

また，北洋材も前年に比べて15

％減少したが，米材や南洋材の輸

入量が減少する中で，そのシェア

を高める傾向にある。

このほか，欧州材は，前年に比

べて大きく減少したものの，集成

材の原料となるスプルース等の針

葉樹製材品を主体として，わが国

の集成材の需要量の高まりに伴い，

近年，輸入量が大きく増加する傾

向にある。

ム●コラム●
‐震菫t

「荒れた国土に緑の晴れ着を」をテーマに，戦

後，国土緑化運動が組織的に開始されてから，本

年は50周年の節目の年を迎えた。

わが国では，古くから植樹にいそしみ，明治以

降も米国人ノースロップ博士の提言を受けた学校

植林の開始，全国一斉の愛林日の設定など，全国

各地でさまざまな緑化活動が展開され，これらの

成果を引き継いで戦後の緑化運動はスタートした。

まず，昭和23年には，東京都下植樹行事への天

皇.皇后両陛下の行幸啓が行われ，同25年には第

｜回全国植樹祭の開催，国土緑化推進委員会の結

成，緑化運動のシンボルとして「緑の羽根」募金

運動開始など，国土緑化運動のフレームが形づく

られた。

その後も，わが国の経済社会や森林・林業を巡

る情勢を受けて，緑化運動の課題も年代別に，

昭和20年代～一→荒廃地の復旧造林，同30年

代初め～－→森林資源造成,同40年代半ば～一→

自然環境保全,同50年代半ば～昭和時代末一→生

活環境保全，平成元年～現在一→森と人と共生，

と変化した。

また，全国植樹祭のテーマも，

荒廃地造林一→林種転換・拡大造林一→環境

一→緑一→森，

と推移しており，この50年間の国民の森林や緑に

対する意識の変化を読み取ることができる。

21世紀は環境の世紀とも言われており，今後は

「自然と人間との共生｣，「循環型社会の構築｣等を

視野に入れた緑化運動が課題となっている。

本年2月から10月にかけて，「この手から広が

れ緑の新世紀」をテーマに，国土緑化推進機構を

はじめとする関係団体により全国各地でさまざま

な緑化運動50周年記念キャンペーンが展開され

るcこれら一連の記念行事が21世紀に向けた新し

いr国民参加の森林づくり運動」推進の契機とな

ることが期待されている。(s)

（この欄は編集委員が担当しています）

林業技術No.6962000.3-⑬



冒言窪壼亨蝿

ム●コラム● 琴了壷

’

天然林とは，ふだん極めてよく使われている用

語であり，なぜ今さらここに登場させるのかと思

われる方が多いだろう。だが古くから使われてい

る重要な単語には，さまざまな経緯が絡んでいて，

お互いに理解している意味に違いのあることが多

い｡天然林の場合もその－つであり,論議している

者同士の天然林に関する理解が異なっているため，

論議がかみ合わない場合がよくある。かつて木材

生産中心の時代には，人工林の対語として天然林

という用語を使って済ま

せられることが多かった

が，森林の多様な機能を

求めた森林管理の検討が

必要になると，天然林の

意味をもう一度考えてみ

なければならない。

天然林の本来の意味は，
かく

自然撹乱により天然更新

した森林で，極相林（原

生林，または老齢林）ま

でのあらゆる遷移段階

(発達段階)のもの，または人為撹乱により成立し

たものでも,極相状態に達したものといえる｡すな

わち人手が入っていないか，長い間にわたって人

手の入った痕跡のない森林が天然林である。その

中でも特に極相段階に達した森林を原生林と呼ん

でいることが多い。

天然林という用語を上記の定義に従って使用し

ているかぎり問題はないが，「天然生林｣という用

語の意味も含めて｢天然林｣という用語を使うため

に，混乱が起きることが多い｡天然生林とは,伐採

などの人為撹乱によって天然更新した二次遷移の

途中段階にある森林(二次林)のことであり，また

天然更新補助作業を行った森林や，天然更新した

森林でも保育作業の入った森林も天然生林と呼ぶ

のが普通である｡天然更新した森林は,その後保育

作業を加えても，天然林と呼んでいる場合がある。

｢天然林施業｣という用語はその一例で，施業すれ

ばそれは本来の天然林ではなくなるので，その場

合は「天然生林施業」と

窯
議の中で天然林という用

語を使う場合には，そこでいう天然林の定義をお

互いに確認しておくことが望ましい。

天然林に似た用語で「自然林」というのがある。

これは自然度が高い森林のことで，天然林の中で

極相段階またはそれに近づいた森林を指すもので

ある。したがって自然林は二次林の対語である。自

然林という用語が使われる背景の一つには,人工林

の対語としての天然林の幅の広さ，またはあいまい

さを避けるためということがあるのかもしれない。

瀞衝織繩霧諦峨峨爵識翻

；緑のキーワード

ー

ロ芙谷克己=著，炭焼小屋から，創森社(a03-5228-2270),'99.12,219p･B6,¥l.600

口|:田恵介=編蕃種子散布く助けあいの進化論1＞鳥が運ぶ種子，築地書館(s03-3542-3731),
'99.12,109p･A5,¥2,200

口上州恵介=緬箸，種子散布<助けあいの進化論2＞動物たちがつくる森，築地善館（窓同上），
'99.12,134p･A5,¥2.200

口r北方の農民」復刻版刊行委員会=編，北方の農民（第1号～第13号）復刻版，「北方の農民」復刻版
刊行委員会聯務局(a03-3580-9344),'99.12,7521)･B6,Y3,500

口筒井辿夫=著，森への憧景一第1集・心に残るドイツの林学者たち，林野弘済会(a03-3816-2471),

2()00.1,114p・I几'六判,¥1,047

大H-|伊久雄=箸，アメリカ国有林管理の史的展開一人と森林の共生は可能か？，京都大学学術出版会
(a075-761-6182),2000.1,362p･A5,¥4,500

日本林業技術協会=編里山を考える101のヒント，東京il"(a03-5390-7531),2000.2,224p･
Iﾉﾘ六判、￥1.400
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一賃
月3

鼠'分1__振;事名 期間 ゞ主;繧団総ソ会場滋行事内容等

全国 国土緑化運動50周年記念
ステッカーキャンペーン

期間中～
10月末日
(全国統一掲
示期間は，
4.1～3()）

国土緑化推進機機(東京都千代田区平河町2-7-5a03-3262-8451)/ス
ッカー「国上緑化運動50周年，緑の募金でCO2ダイエットを1Jを
,都道府県，巾町村の公用車,関係団体等の事業別車,都バス全車に12
2月10日から10月末ロまでの間Mli付する。国土緑化運動50周年記念
業の一環として,上記内容を標語とする車ステッカーを作成し，国民の
化意識の満場に資する。

嘩
珂
風
堀
殿
御

月4
行事名 菫催団俸／会場／行事内容等区分 期間

各地 朝口グリーンカレッジ 側森林文化協会（東京都中央区築地5-3-2朝日新聞社内窓03-5540-
7686)・朝日新聞社／一般市民・会員を対象に専任講師の講義を聞きなが
らテーマに基づいた自然を歩き，知識を深め，深めた知識を自然観察指導
員などボランティア活動に役立てる人材を育成。下記予定表①参照。

側森林文化協会（上記同）・朝口新聞社／一般市民・会員を対象に森を歩
きながら講師の説明を聞き，自然の成り立ち，仕組み，働きなどを理解し
てもらう。下記予定表②参照。
卿森林文化協会（上記同）・朝日新聞社／一般市民・会員を対象に専任講
師の識義を聞きながらテーマに蕪づいて外国からの植物がどのように生
きているかをフィールドを'i'心に観察する。下記予定表③参照。

(IIj森林文化協会(_l記同）･朝日新聞社／つくばr万博の森」で1997年か
ら実施してきた林業の初歩体験誰座を，玉原，朽木の｢朝日の森」も含め
た植林，間伐,苗作りと拙大し，森林ボランティアへの助走になればとの
企画。‐ド記予定表④参照。
棚青少年交友協会(東京都千代田僅麹lllJ4-5a03-3262-7471)/H比谷公
隙!ほか全国の常設コースなど／人と自然とのかかわりを参加者が楽しく
学ぶことのできるグリーンアドベンチャー大会を実施。

木もく倶楽部･東京の林業家と語る会（東京都練馬区束大泉2-15-51a&
FAXO3-3867-4757)/野村ピル地下1Fホール(新宿駅西口，安田海上火
災ピル蕊)／「都市（まち）から森林・林業（やま）への道筋」をテーマ
に，森林・林業と都市住民を結ぶ道を探る。パネラーは山本信次（岩
大)，市川治（レジャー林業浜仲間の会)，細田直志（さ－くる森人類・
下川IIn森林組合),大橘和子（愛知県林業家）の諸氏。入場無料，入場自
由（ただし定員400名)。

1.1～1().］

朝|1グリーンセミナー 1.8～12．9〃

淺井先生と雑草ウオッチン
グ

森林作業入門識座

1.15～10．1〃

I

1.29～12．16〃

全隊’ 平成12年度みどりのH全
国グリーンアドベンチャー
大会

第16回東京の林業家と語
る会

4．29

東京 4.29
13:00-wI6:30

｜ ’

予定表① 予定表③

実施日

4．1

63

会場

加住斤陵（東京）

三頭山（東京）

講座名

舂の植物を訪ねて

ブナ林と谷筋の植物

実施日

415

513

63

71

委
場云

夢の島公園（東京）

多摩川･狛江（東京）

荒崎海岸（神奈川）

神澤枚場（群馬）

講座名

埋立地の雑草たち

河原の雑草たち

海岸の雑草たち

牧場の雑草たち

回
－
１
’
２

回
一
一
１
２
’
３
４

ｊ
一

岳
力
詞
敷
岳
霜
ブ

ケ
ー
野

駒
平
長

曽
楽
く

木
極
ル

内

． 7.24～25 高山植物と氷河地形

ブナ林と湿原の雑草
たち

9.30～

101
原
kJ 玉原高原（群馬）

492宝永山（静岡） 火u｣砂礫原の植物

9.30～

101
5 皿庭と縞枯山(長野） 縞枯れ現象を見る

予定表② 予定表④

図!|実施日｜会
谷
云場 講座名

一函■ー一F一一一 画_|崇施巳 場｜講座名
東高根森林公園
（神奈川）

歴史ある都会のオア
シス

つくば万博の森

（茨城）
1 4．8 1 4．29 下草刈り

赤域自然園（群馬）

西沢渓谷（山梨）

次世代に残す森

渓谷美とシャクナゲ汁謡：
玉原高原・朝日の森
ロッジ（群馬）

2 植林5.27～28

３
４
－
５
６

蘇った270年前の用

水路

朽木・朝日の森ロッ

ジ（滋賀）
見沼用水（埼玉） 間伐7．8 Q

U 8.19～21

大草・金親の谷津

（干葉）

郊外に残る湧水の谷

津
つくば万博の森

（茨城）
9．9 ツル伐り４

』
５

10.21

霊山・大山の天然モ

ミ林
玉原高原朝日の森

ロッジ（群馬）
大山原生林(神奈川）10.14 ポット苗作り11，4～5

谷中村・渡良瀬川の
いま

つくば万博の森

（茨城）
渡良瀬遊水地(栃木）

｜
ノ 11.11 6 1216 枝打ち

81291森林科学園（東京）｜初冬の試験林
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◇日林協催し等の募集のお知らせ◇ 照会等は総務部まで丑03(3261)5281～2

第46回《林業技術賞》◇所属支部長推薦[締切:平成12年3月31日(必着)］
林業技術の向上に貢献し，林業振興に多大な業績を上げられた方に贈られます。本賞は，半世紀

近くの歴史を重ね，林業界を代表する賞のひとつとなっています。

第46回《林業技術コンテスト》◇所属支部長推薦[締切:平成12年4月20B(必着)]
わが国林業の第一線で実行・指導に従事されている技術者の，業務推進の中で得られだ成果や体

験等の発表の場として本コンテストを開催しています。

第11回《学生林業技術研究論文コンテスト》
◇大学支部長推薦［締切：平成12年3月15日（必着)］

林業技術の研究推進と若い林業揖術者育成を図るため大学学部学生を対象として，森林・林業に
関する論文（政策提言も含奄）を募集しています。

◇『森林航測』190号刊行/(B5,24頁,年度3回刊,本体570円十税,〒実費）
必見／森林資源モニタリング調査への応用事例｢森林調査へのGPSの導入について」（日林協技術開発部)を

はじめ，「地籍調査事業新制度の動向と私見」（小笠原希悦),＜緑の付せん紙＞「空から森林を見てみよう－ゴミ

袋を使つだ手作り空撮装置の作り方」（弓場憲生)，好評連載のくデジタル時代のワンポイント地図学＞（塚原弘
一）ほか話題満載。お求めは日林協事業部(a03-3261-6969,FAXO3-3261-3044)までどうぞ。

（編集部雑記）
l
l

｜

’

パソコン遅ればせながら，自前

のパソコンを持つことにした。昔の

ラジオ少年として大手メーカーの既

製冊,を買うには抵抗もあり？少々マ

ニアックなPC雑誌を参考に一人前

に部品に注文をつけ，いわゆる本体
部分のみ購入。モニター，ソフト，モ

デムカード等は別途用意。いざセツ

|､アップ。にわか勉強には荷が垂か

つた。その道の先達に夜中になって

SOS電話。なんとか動いたが翌日は

眠かった。（カワラヒワ）

◎海外出張（派遣）

2/6～12,鈴木航測部長,久納課
長代理，浅香主任調査員，2/6～

20,小路口主任研究員，インドネ
シア国|玉I立公園森林火災跡地回復

計画基本設計概要説明調査，同国。

2/6～27，松本課長代理，2/9～
19，小原国際事業部長，セネガル

苗畑1I1．竣工検査，同隆I。
◎研修

2/20～3/18，ジンバブエ国鉱山

環境観光省森林委員会,Mr.Rob-

sollMhul･irO,Mr.BulelaniAn-

donsi,「森林調査｣。

◎林業技士養成講習スクー'ノング研修

1/31～2/4,於本会,森林土木部
門を東京農業大学講師・堀江保夫

氏ほか7名を講師として実施。28

名受講。

◎調査研究部関係業務

2/17,於本会，第1回森林調査

における電子計測技術開発調査検

討委員会。

2/24,於本会，第2回水源地森
林の公益的諸機能の定量評価検討

委員会。

◎技術開発部関係業務

2/2，於本会，「地球温暖化防止

のための効果的森林整備に関する

調査｣平成11年度第3回調査委員
今
云。

2/15,於弘済会館(東京),｢松く
い虫被害変動要因対策推進調査」

平成11年度第21回|調査委員会。

2/15,於弘済会館(東京),｢バイ
オマス資源の利用手法に関する調

査」平成11年度第2回調査委員
盛塞
＝。

2/22,於スクワール麹町（東

京)，「酸性雨等森林衰退対策事業
(森林衰退動向調査事業)」平成11

年度第2回調査委員会。

◎人事異動(2月24日付）

委嘱顧問（常勤）大貫仁人

前半史本会の前身である興林会

時代（大正10年創立）には，関東大

震災（人員･事務所等の被害は免れる
も会誌発行は1年の遅れ)，戦時~ド統

制経済（用紙の入手難で18年会誌の

発行を断念･21年復刊)，東京大空襲
(事務所は2度被災･会員名簿焼失．ご

厚意で大阪1本山林会内に仮事務所を

設置)･･･と，23年本会が誕生するまで

には苦難の歴史がありました。来年
80周年の本会は，今年7月号で通巻
700号を迎えます。（平成の玉手箱）

林業技術第696号平成12年3月10日発行

編集発行人弘中義夫印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会。

〒102-0085束京都千代田区六番町7TELO3(3261)5281(代）
振替()0130-8-60448番FAX()3(3261)5393(代）

【URL)http:"wwwjade.dti.nejp/~:jafta

場末情緒工場地帯を走るいわゆ

る臨港鉄道沿線，特に旅客扱いがあ
る駅周辺には，場末情緒とでも呼び

たくなるような，一種独特な雰囲気

があります。一パイ飲み屋と大衆食
堂はその寵要な構成要素です。付近

に住民はほとんどいないので，休日
ともなると人通りは昼間から途絶え、
音のないときに感じるツーンとした

感覚が耳の奥に満ちてきます。都心
の広大な墓地と対をなすような情緒
がそこにあるのです。（山遊亭明朝）

RINGYOGIJUTSU

JAPANFOREST

publishedby
TECHNICALASSOCIATION

TOKYOJA印N

〔普通会没3’500円・学生会挫2‘500円・終身会徴(IlM人)30,000円〕
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業界をﾘｰドする林業土木コンサルタンツの

すぐに役立つ技術図書
鮴
燃
駄土木講造
林或恭エ事嬢

物標準設計
理的な設計森林土 （醗震ブック木 型施工に必須の擁壁駒会

識熱；淘鰯一一”ーj＃

森林土木技術の基礎から応用までを網羅した
森林土木技術者必携のハンディな技術書
B6判1239頁9,200円(税込‘送料別）

鐵驚鱗蓉鮒螺’菫蓋篝蕊鱗■、一沿山･林遁、

1

野

自 A5判254頁41500円(税込･送料別）

美しいｶﾗｰ写真と分かりやすい解説･データに
よる植物のガイドブック
A5判376頁5,000円(税込･送料別）

叩略1

林野庁監修
森林土水構造物標準設計k土水撰造稜標準識

･二■■占凸｡､ご命寺佇÷守Fひ

壁感蕊鐡溌汐，
穏準設計

鑑識”一卜擁壁）
><る緑化王ガイ薦‘、
造一‘”

自然をつ
間間

擁弓．?録の再生と創
－

豊富なカラー写真と専門家による分かりやすい
解説の緑化工のガﾝｲドプｯｸ

B5判224頁5,000円(税込送料別）

B5判解説書付

；

溌幽ダ蕊毒醗溜謹醗葡義
治山工事の合理的な設計･施工に必須の治山
ダム･土留Lの標準断面表

CD-ROM付

A5判427頁4,000円(税込･送料別）

B5判解説書付

B4判269頁50,000円(税込･送料別）
Ｐ
Ｉ
剥
唖
句

蕊
Ｉ

森林森林土木構造物標準設溌

排水施設撫司辨噌､糊肋ﾙパー ﾄ）
木精

道路円曲線表1

水施
守○

O●

霊 勵儒蔚磯騒蕊艤羅
:卜＃

曲線半径が小さく、曲線の数多い林道の設計・
施工のために作られた道路円曲線表
ポケット判473頁1,600円(税込･送料別）

B5判解説書付

B4判171頁40,000円(税込送料別）

林業土木コンサルタンツが

独自に開発した測定器
鵜 鐸織土力 計
ｌ
ｒ

特許出願中<地盤支持識簡易測定器） ≦

基礎地盤の支持力が現場ですばやく判明するため 従来の試験と比べると

試験ｺｽﾄが安価

短時間で測定(約30分）

装置の現場搬入･搬出が容易

評価がすぐ出来､現場の対･応が迅速

余分な床掘を防止でき、工事費の削減に貢献

地盤支持力不足による擁壁倒壊を防1t

取り扱いビデオ付

定価198‘000円(税別･送料別）

購入のお申込みは､FAXO27-323-3335"､
〒370-0851群馬県高崎市上中居町4.2-1TELO27-330-3232

（財)林業土木コンサルタンツ技術研究所FAXO27-323-3335
URLhttp://www・cfc-ri.orjpE-mailcfcri@mail.cfc-ri.orjp
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と自然の調和を目指して。安全そ 然の
i翠

＝▼一ｺ

巾広い適用害獣
ノウ･サギ、カモシカ、そしてシカに忌避効果

力認められた初めての紋jiタイプ賠避剤です3

散布が簡単
これまでに郷‘ゾル淵臆シカ､ノウサギの樹

林部分の皮剥ぎ縦蒋にj拙散伽が{iえます。

長い効果
薬液は紫早く乾燥し､降艸jによる流亡がなく、

食害を長期にわたって助ll止ます。

安全1件
府効成分のジラムは、殺#i剤として長年使IW

されてきた輝訓撚剤てV傭Ⅲ物です。

野生草食獣食害忌避剤
農林水産省登録第17911号

．
・
・ ｱ■水和剤

’ ’造林木を野生動物の食害から守る

販売m大同商事株式会社製造保土谷アグロス株式会社
本社／〒105-0013東京都港区浜松町1丁目1O番8号(野田ビル5F)

東京本社03(5470)8491"/大阪06(23I)2819九州092(76I)II34/札幌OII(563)0317
力劣ロクのご‘サルk賊k肥化I肝へどう蓬

ク

ク

ク

グ

ゲ

野生動物との共存 実用新案登録済

ブキ チサヘ
サギネズーカ・カモシカ〃ウ.ご

今

ン

食害完全防止
☆下ｽﾘﾘ軽減も

☆誤茂防止。

☆根曲がりを防ぐ。

☆雪起こしも不要

☆スギ､・ヒノキ・広葉樹の成長を捉進。

☆治山。砂防事業に普及。
☆ダイオキシンか発生しない
ポリプロピレン製。

ノL

「

挑撫$扇認蛎潔
ft堆部頗郁

〒""測襯MW機獺WW'W淵槻協ｱﾐﾘー ビﾙ勤’
樹粟部蛎頗
〒101･0(1521蝋部千代田区神I{I|小川町3.28外能館ピル302

．噸L03詞5259.9510FAX()3.5259.972(）
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馳延は楠機綾3年Hのヒノキ（チコーブの長さ1.4m)



､線長。
、⑥tjustuserFriFriendly.

Computer師entlly.
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測る
あらゆる図形の座標・而俄・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同時測定できる外部出力付の
一

重 タマヤスーバーブラニクスβ
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艀
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ユ里

聖 ’検査済み±0.1％の高精度

写側はスーパーブラニクスβの憾唯タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷1時に厳格な検査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでご脳入

されたときからすぐ±0.1％の高精度でご使用になれます。

使いやすさとコストを
1

1 11コンビュタフレンドリイなオプションツール
追及して新発売！

16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス、各種専用

プログラムなどの充実したスーパープラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ー ﾀ）

や外部出力付今
標準タイプ…･”

プリンタタイフ

￥160．000

￥192．000 ’測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

、〆
豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高峰スーパープラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパープラニクスαは、座標、辺長、線長

面積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、而職）、

角度（2辺長狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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｜日林協の話題の本’話の
■前橋営林局(現･関東森林管理局)編

オオタカの営巣地における
森林施業-生息環境の管理と間伐等における対応一

、

平
成
十
二
年
三
月
十
日
発
一
丁

昭
和
二
十
六
年
九
月
四
日
第
三
種
郵
便
物
謡
（
毎
月
一
回
壱
発
行
）
林
業
技
術
第
六
九
六
号

■A4判･152頁･カラー図版■定価（本体4000円十税）

●人工林や二次林に営巣することの多い猛禽類の特徴等をまとめ、どなたでも種を絞り込
めるように識別点を解説／

●より多くの野生生物の生息環境を生み出すような人工林の管理について解説／

●英・米でのオオタカ生息地管理法を紹介しながら、わが国における林分管理方法を検討

●間伐を中心に、実際に施業を実施する際に注意すべきことをマニュアル化／

第1章人工林・二次林に生息する猛禽類の一般的生態オオタカ／ハイ
タカ／ツミ／ハチクマ／サシバ／ノスリ／比較となる種 <執筆者〉

第2章人工林等の管理について林分管理・林分配置の基本的な考え 石塚森吉（森林総合研究所物質生産研究室長）
遠藤孝一（日本野鳥の会栃木県支部副支部長。方／オオタカ生息地における林分管理・林分配置

オオタカ保護墓余事務局長）
第3章森林施業の実施上留意すべき事項調査にあたって／間伐の計本村健（新潟大学大学院自然科学研究科）
画・実行にあたって／その他の事業にあたって／生息環境・営巣 由丼正敏（現・岩手県立大学総合政策学部教授。
環境の整備 前・森林総合研究所東北支所保護部長）

参考資料検索チャート／飛翔時の注目点／レッドリストとレッドデータ
ブックのカテゴリー定義／参考文献

卿 人工林林分密度管理図
國冨鼻｡｡二面x子”“画壺

-厩需
國風､食,電鮭轍刃｡畢唖画宣輌弼

戸皿｡…ｽ’……“31画ロニ戴涛ｽ蝉劉量矼産愛

林野庁監修（待望の復刻･全22図／解説書付）

●昭和53～62年にかけて製作された『人工林林分密度管理図』－

スギ､ヒノキ､アカマツ､カラマツ､広葉樹(ナラ類.クヌギ)の5樹匡を■各図A4シート・
ホルダーケース入

対象として地域別に作られ(全22図)､わが国の森林整備における
（解説書付）

基礎的技術資料としてさまざまな分野で使用されています｡特に

間伐の実行に有力な判断材料を提供します｡■定価(セット価格)(本体2000円十税).〒料別

開発援助に携わる人々の必読書。授業教材としても高い評価。
関係国でも多くの翻訳一一待望の日本語版登場／ 国内各地を訪ね歩いた女性号
マイケル･M･チェルネア細/"開発援助と人顛学”勉強会!りく

海外から訪れる人たちのために書かれ；

開発は誰のためにTHEFDRESTS
JoSASSE

●援助の社会学･人類学● オーストラリアビクト

PuttingPeopleFirsts｡ci｡'｡"!'vIirimb'csin'(!!ri,ll)ew,'｡,)nM,,,! 省，林木技術センター主

〈本書の構成＞ B5変型80頁定価

〔社会学･人類学の知識と開発プロジェクト〕（第1章）〈本書の，
〔実施プロジェクトのさまざまな局面とその検討〕（第2～11章）日本の自然・動植物。
灌潮プロジェクト／入植および住民移転プロジェクト／畜産プロジェクト／日本の森林の歴史。所旬
漁業プロジェクト／林業プロジェクト／農村道路プロジェクト日本の人工林。木材（
〔プロジェクトの評価．受益者の参加．社会データの収集〕（第12～14章）参考文献。日本産樹種｜

B5判,408頁，定価(本体3500円十税）P
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国内各地を訪ね歩いた女性フオレスターの眼で、

海外から訪れる人たちのために書かれた日本の森林・林業ガイド。

EFDRESTS&JAPAN
JoSASSEジョー.サッセ
オーストラリアビクトリア州天然資源環境
省･林木技術センター主任研究員。農学博士

B5変型80頁定価(本体1000円十税）

〈本書の構成〉
日本の自然・動植物。森林帯とその特徴。
日本の森林の歴史。所有形態・管理・法体制等。
日本の人工林。木材の需給。木材産業。
参考文献。日本産樹種呼び名対照表など。

定
価
四
四
五
円
（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）
送
料
八
五
円

森林の地理情報システム(GIS)はここまで来ている／各界に大きな反響/好評発売中/

森林GIS入門壷篭篭潔惠介
一これからの森林管理のために－新しい時代の森林管理・森林情報とは。

求 本林 語お めは……社団法人日本林業技術協会事
〒m2-0085東京都千代田区六番町7TEL.03-3261-6969FAX､03-3261
図書のお求めは書名〃冊数･送付先・睡話・氏名を明記のうえFAXでどうそも

業技術協 事業部･･････社団法人

85東京都千代田区六番町7 -3044FA

日林協の〈刊行物ビデオ・物品等の総合目録〉がございます。ご利用ください（事業部）
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	表2

	2000年3月号目次

	論壇_森に子どもたちを－｢樹木博士｣に挑戦した300人

	特集_20世紀の森林･林業_Ⅲ造林①

	特集_20世紀の森林･林業_Ⅲ造林①

	特集_20世紀の森林･林業_Ⅲ造林①

	特集_20世紀の森林･林業_Ⅲ造林①

	特集_20世紀の森林･林業_Ⅲ造林①

	特集_20世紀の森林･林業_Ⅲ造林①

	解説_平成12年度森林・林業関係予算(案)の概要

	最新・細心・海外勤務処方箋3_プロジェクトを立ち上げる･･･

	｢北の森◇北の風」通信12_中学生たちと白神山地をゆく-第4回

	本の紹介_葉でわかる樹木／山づくり承ります／林政拾遺抄_飛鳥の料理

	桜井尚武の5時からｾﾐﾅｰ9〈最終回〉_将来の世界，生態学の役割／統計にみる日本の林業_わが国の木材需給量の推移／こだま_国土緑化50年
  
	緑のキーワード_天然林／新刊図書紹介

	林業関係行事一覧

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3

	表4


